
か汐

よ！3ヌ

軽

種
神
器
一

神
話
の
生
成
と

筑
波
大
学
博
士

支

掌

学
隻

喪

蔓

『
平
家
物
語
』

内

田

康

雷嘉

養

06｛1幡鴇2



玉1

　　　　　　箏
　　　　　　輩
お四三二一は
わ’’”じく
り焼く＜rめ．「
に慶一神日に宝
　本宝町本　剣
・r剣伝書　一
・平し来紀：目
・家ilの』　一
・物一剣か：草
・語草〉ら　薙i
・』 繧ﾆr．寅可
・の剣し古：一
・二一て語　〉
・相〉の拾唖と
・　と一遺⑦い
・・ ｢宝』：う
・・ ､剣へ　一　　　　　　　　　む
i；璽■：審
　　聖　 く・
　　　　葎：
　　　　聾・

㊨　・ ﾌ：
。．。。起・
。。．。源・
。。。。神・
。。。．話・
　　　　　
0　6 ﾌ：
：：：：成．
．。。。立・
：：：■：

七七七六五五
九五〇四五二

　　　　　　第第

　　　　　　章部
お四三ニーは
わ’’”じr
り天崇rrめ平
に智神神平に家
　天朝代家　物
・皇の忌物・語
・七宝来語・』
・年剣の』・〈
・の新霊〈・宝
・盗鋳剣宝・剣
・難と一剣・説
・事新を説・話
・件剣め話・〉
・とのぐ〉・の
・一霊つの・《
・宝威て基・範
・剣　　本・囲
・一・・ I・》
・の・・形・
・素・・態・
・性…

四三三二二二
五八三九六五

本rr研平平
究家家
の物物
方語語
法』』
とくと
構宝一
成剣三
・説種
・話神
・〉
・研一
・究神
・史話
・概i・

・観・

八六一

序
章

　　目
凡　次
例



盟1

　　　第
　　　六
　　　章
ニーは
”じr
rrめ太
宝町に平
剣町　記
一記　』
と』　〈
し諸：宝
て本　剣
の問：説
一に　話
十おり〉
東け：の
剣る　位
田ro　卜②
・部：
・兼
㊥貝
・遜：

：の・

・展：
・開

七六六
二五二

　　　　　第第
　　　　　五二
　　　　　章部
お三ニーは
わ’”じ流
り布rrめ動
に留寳神にす
　に劔道　る

・　祀　御　雑　　・　〈

・ら事々・宝
・れ』集・剣
・たを』・説
・一めと・話
・平ぐr・〉
・薙つ平・
・劒て家・
・一 @物・
■薄：

　　　　 ム
・和・宝・
・州・剣・
・布・説・
・留・話・
・大・〉・
・明・　・
・神…
・御…
・縁…
・起…
的　』　 。　。　㊧

・を…
・中…
・心…
③に…

五五四三三
八三六八七

　　　　　第
　　　　　四
　　　　　章
お三ニーは
わ’”じも
りr新一めう
に太た亡に一
　平な國　っ
・記るノ・の
・』 q時・＿
・一神ハ・一
・平話’・宝
・伊〉此・剣
・勢の劔・L
・國三又・説
・二成寳・話
・寳へ劔・〉
・劒　タ・
・事・ル・
・L @。べ。
・と・シ・
・の・一・
：趨■：

　　　　…　　源・
…　　平・
…　　盛・
…　　衰・
．・・ L・
。　田　◎　』　 。

o　・　・の・
㊤・・ L④
…　　事・
⑪　・　・か・

．・・ 轣E
1：：1：

三九六九九

第

霊
早

お四三ニーはく
わ’”、じ一
り一一平　め三
に覆轟案糞に薯

；鐸靴；鴛
・のかけの・話

愚らる痢；
・史三三罫・生
・へ種種　・成
・　神宝　 ・と
・・ 﨑ｨ：・r
・・一一 @・平
・・への：・家
：：蔭：：惣
。　。　　　　　　　　。　』

　　コ　　　　
ロ

　　屋　 ．

　　島　。
　　院　．
　　官　 ．

　　し00 �E：．
　　め　 ．

　　ぐ　 。

　　つ　　　㊥
　　て　　。
：：1：：：

一〇〇〇九八
〇七四〇〇八



1v

初
出

覧

天

六

参
考

文
献

附
録

西

六

結
章

　　　　　第
　　　　　八
　　　　　章
お三ニーは
わ’”じく
りr〈＿め宝
に平宝コに剣
　家剣一　説

。』の
　　　とじ剣・にr；忠言褻量誉

．ヨ　』史
　　　　　　　　　　　

・種・
・神・1．
・器・
o　一　　〇

・神・
．話・
。の・
・複・
・数・．．『
．性・

三〇五三〇

1蕪剰鍾
・補〉罫易と
：騎乞璽七・
・巻て琶との

　　　　第
　　　　七
　　　　章
おニーは
わ”じrり慈rめ神
に遍神に皇
　の皇1正

i露鐸
；礎i

・rお
・神よ：
・皇び
・正r：
・統平
・同家1
・』 ｨ
・　語：
り　　　　

・・ ﾉ：
・・ ｨ
・・ ｯ1
㊨・
・・ Q＝
・・ _
・・ 墲
o　　　　一

・・ _：

一〇九九
二四六二

論

お四三
わ”り一神
に雲田
　景本
・未r
・來太
・記平
・事記
㊦　L　』

・にく
・見回
・る剣
・一説
・三話
・種〉
・神を
・器め
・一 ｮ
・観つ
8　　て

八八七
七二八



一一一一一一 @凡、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、

　　　　　　　例
年引本作引本
号用文品用論
は中中名に文
原’に・際で
則長お書し引
的いけ名て用
に割る・はし
西注引雑’た
暦は用誌そテ
を’は名れク
用一一はぞス
い行　rれト
た書一　原本
がきで』則文
’と’で的の
話しま’に出
解てたま出典
の＿概た典は
補　念論の’
助〕語文字各
とでや・体章
し括筆記にの
てつ者事従注
’てにのつで
元示よ題た示
号しる名。し
をた強は　た
併。調一　。
記
し

た

箇

所
も

あ

る
。

は

くし
＿で
　不
でし
括た
つ　 o

て

表
し

た
o

v



降本　田降儀の　と
　　　）臨礼史たうコ臨書し

箒書卓藻聾霧
挿も臨藷麓響避馨
器神智をるて房臨き
　　　　　　’神た嬬一武話：享ア見

lll鱗lll嘉
華雲量隠縫ギ窪

　離の元
　れ心組
　て応結
　見にび
　るおっ
　べいい
　きてた
　こ神も
　と器の
　はをだ
　ものっ
　つべた
　明るの
　らこで
（かとあ
神ではろ
野あなう
志ろいか
隆うと　。
光。い疑
　
古
代
天
皇
神
話
論
己

七
四
Σ

毛

八

頁
）

う問

叢
離
隔
露窪

酒毒

　馨

　音

二王九人
種張八○
のをご年
産展年代
詰開）以
としに後
’た導の
即とか新
位されし
儀にてい
礼も曲論
に’開議
おζさが
けつれ’
るした岡
神たが田
畿響1笹

剣把ら大
の握が王
奏は’瀬
上基降任
と本謝儀
の的神礼
対な話の
応身を原
はり　’形
一ど大と
い顔弓そ　し　　　ヨ

つろ祭の
まとで展
でなは開
もつな一

癖構
＿た即祭
岡。位祀

の

証
と

蕊

喜

奄

雲

萱

ぎ

臨

垢

を

5
喜

峯

彙

毫

一議的
弓等産
をに物
音関で
すわあ
もるる
の一こ
と神と
言器を
う一明
こ授ら
と与か
がをに
で如し
きめて
るたき
。王た
　権。
　の例
　儀え
　礼ば
　と上
　一代
　神文
　話学
　しの
　と分
　を野

直に　て意そ位
結おだき味うを一
さけがたっし象三
せる近’けた徴種
る次年とは通す神
こののの’念る器
と神君認や1は宝一
へ野究識や’器と
の志のをも八と言
見隆進喚す世しえ
直光展起れ紀てば
葉籍麓1嚢ll

繋乱戦の瑳
提示つさ力撃草聖

　　　o を記薪
馨蕊も冒

かる一の
リー般表
ア天に記
と直読に
し降えよ
て臨らる
太しれ）
古のての
か適い三
ら遷るつ
変にとを
わ基底煽
るくえし
ことて　’
とさよ暇
なれい拓
く　’でで
伝そあは
えれろ天
ららう皇
れの　。の

『

　
平
家
物
語
』
と

三

種
神
器
L
神
話

序
章



がと
注なご
視つの
さてよ
れくう
るるに
。わ’
次げ我
にだ々
引がが
く’一
の中三
はで種
’も置
数一器
あ宝し
る剣に
葦水磐
家主る

難轄
』末を
注を見
釈含て
留めい
のたく
中当場
で時合
もの’

お叙世
筆述に
薄しお
のなけ
充アる
実ク認
ぶス識
りトの
をと有
回しり
る｛方
’　に

　　冨平目
書家を
徳：物向
次穿け
郎』る
rのこ
平家と
家つが
物意冷
語味要

とわ種は三
彩れ神多種
える器種神
よ。の多器
う年所様を
。く説で一

　のはあ神
　神’る璽
　道天が・
　書神’宝
　が結い劔
　’代ま・
　何地そ内
　ら馨れ侍
　か五を所
　の代印一
　かの理と
　た天検す
　ち地鳴る
　で開す表
　こ關る現
　れのこは
　に事と’
　言とが中
　及と目見
　しも的に
　てになあ
　い　’のつ
　る中でて
＿の世はこ
伊は日なく
藤そ本く普
正の紀’通
義あのすの
一ら主べか
熱わ要てた
田れな省ち
ので軍略で
深あ分にあ
秘りを障る
i’構う。
中そ成。も
世れすたつ
日はるだと
本ひも’も
紀との宝そ
私つで劔の
注のあ説意
1型つ話味
』でたをす
＿さよ憤るノ　　オ　メ

蹴笙1

辱劉ま
概を副いた
念基部わ一
の阿分ゆ方
提とをる’
唱し担一と
者てっ中り
で一て世わ
あ三い日け
る種た本中
伊神の紀早
藤器は一文
罫浴瞬
氏つ承へ究
のい・のの
指て寿関分
摘語聾心野
にうの杢で
よつ内筒は
っと乱ま’
てすのりこ
示る折ここ
し一　　にご絶て連安つ十
お9上し年
こ言草た余
う重手観り
。でと点・
　あとか古
　つもら代
　たに様と
　’壇：々は
　とノな異
　の浦業な
　指に績っ
　摘沈がた
　もん懐中
　なで積世
　さ失さ独
　れわれ特
　てれての
竃醗葎
含轟中暑

嚢∴
　一わの史

筆砺
籍錘

　と四も
　稻年し後
　し窪く世
　た一はに
　ご，月天は
　とな下神
　はどに器
　昔の君と
　に詔堅い
　は勅すふ
　無にる名
　いよ天が
　。つ子普
　さての通
　うも位に
　し知を用
　てらいゐ
　’れふら
　三’のれ
　種拾でる
　の遺あや
　神（りう
　器引’に
　と題号な
　い者はっ
　ふ注出て
　稻’曹がゐ

難戦
牽齢薬

＿朝）例の
津ごにに語
田うも從は
左の二つ一
右書じて三
吉物意ゐ子
rか義た」鼎
日らにこの
本学用ど一
古えみが天
典はて’下
のじあ績神
研める紀器
究る。鑑也

貸盤匠
』での年由
四あ鏡九來
九る二月し
八。を”
頁　神神天
）　器錨下

き察
たしさ
津てら
田いに
左く’
右上こ
吉でれ
氏のら
の重の
次要宝
のな器
発前を
言提一
がで神
よあ器
くる一
知。と
らこ至
れのぶ
て点の
いにが
る関’
。し実
　ては
　は中
　’世
　戦以
　前出
　かの
　ら現
　r象
　古で
　事あ
　点る
　』と
　やい
　r】う
　日事
　本実
　書も
　紀’
　』我
　等々
　にが
　対一
　し三
　て種
　史神
　料器
　批一
　判に
　をつ
　行い
　つて
　て考



乱一倉
当征氏こ
時夷はこ
に大rで
は将全問
用軍注細
い院釈に
ら宣』さ
れ一にれ
てとおて
お並いい
らべてる
ず’ものへ　 　　　　 へ

　二　　は
ま種清’
た神観測
そ臨界馬

鎧強
味皇歴と
つの汗し
け正託て
　　ロロも当りの
異性とr
なとし且
つ結て射
てびの惑
いつr語
たけ平』
コて家そ
二嘗物れ
種く語自
神　　』体
　ヨ器八がが
一芸行内
と請っ包
ヒ’文てす
つ一いる
タのるフ
1件最イ
ムをもク
に挙大シ
よげきヨ
ってなナ
てい虚ル
謬る構な
つ5L枠け。と組
と治しで
し承てあ
て・　’る
回寿頼。
重心朝実
さのへ写
れ内の冨

　　　竹角　　 冨

　くわ内川るあ倉

（しれ

翠霞罪藁葺墓

竹角　　 竹　　 冨

内川れて内あを倉
挫言罷野望筆

舌孟遜葬導

筥ll篇嚢麟鑑

冨
倉
徳
次
郎

角

川

源
義

；
対
談
〕
平
家
物

語
と

歴
史
三

～

四

頁
）

と薄
い言
う大
もき
のい
の問
認予
想に
がな
非つ
常て
にき
強た

も　、

窪

時
に

神
璽
を

も

つ

て

い
る

と

い

は
あ

る

け

れ
ど

も

種
の

神
器
で
も

つ

て

は
ざ

つ

で
し

さ

発

うし嬬はの家
問いレ ’に隠
題一あ歴し語
翫蜜器碇
溺て驕ぎ
た物あでかし

毒讐毒
1響華華
で’ 繧ｷ℃か
鷲陰力魂爵

紺皇霊養
撫あり　非と
　　　　常力こ　のま
　頃せ　に
　がん　　　　平ま
　初け　家あ
　めれ　 の一
　　　　存亡　てど
乙も轟轟

　いち　上は
　　　　に当　じよ
　　　　・然　やつ

なと
い考
でえ
すて
かみ
’る

どと
う　’

で蓋
し皇
よの
う位
かに
。つ

そい

意図
味え
あら
るれ
もる
のに
とし
して
ても
扱’
つ三
て種
いの
る神
。器

鍵

難

駈
ll’

ll

癖

ll

　き

　　

　額



四

碍秦1楚禰1霧

繋累濃穐矯
の自編で層に’　　　　　　　す論列氏ますやな歴。で

が　九での　過本　間で象
出古’日列で去文最領’で近
て代十本島もに学近域近あ青
きの世とのい投史でも代るの
ま律紀い住つ影をは誕のこ日
す令にう人ぼし語や生起と本。・ ﾍ自記うたれやし源が近
璽謬輪否擁書意糞
そ家冠も題鳴しつオう化て近
しにしっとと’ててタわすい撃
ておたたし℃’　　　　　　　いイけるま文
欝欝1論壼1蘇髭糞

か代で
たのは
ち諸’
で制日
’度本
国がと
史’い
や上う
国か枠
文ら忌
事のみ
な規で
ど夕霜
’化わ
国とれ
重いる
やう下
国か的
家たな
のち記
枠で切
組近が
み代’
をの近
日国代
明民国
なを民
もつ国
のく家
とりの
すあ成
るげ立
さると
ま　。不

ざそ可
まの分
な過の
学程現

いの
る分そ　ぎルの
点野の　だ・だ芝
はで兵　しり　。居
注数藤　てク結が
目々氏　ゆ1論〈
すのが　くルの世
べめ’　。ふ先馬
きざ近　　う取〉
でま年　　にりの
あし一　　いめ約
るい平　　兄く東
。成家　　ばが事
　果物　　 ”に　を語　麟日よ
　　　　　史7本つ　上町

　氏打　 講皇に
　　　　　で制’　8ち　と出　　　　　あはあ

蜥島重書畢

羅1宅騰

　てび　の歴イさ
　のに　　　　可史クれ
嚢薩歪零露

　　　歴らのの物で

逆羅昆昆
　の中　う現にで
意世　物実成推
義日　語の立唄

　を本。己物すし
強紀　　語るた
調一　；を．よ

≒饗監喉

とる

麺

雛

鍵

摘

録

電

　　

　鑑



五

等語さ句テいでと流か　だ本をれしかいバ木学
の剣らのクるもい通だ以有になたてなえイ登駐日
附巻に一ス数いうにち上効おす川のる江ア色品本
冊』一つト多うイおで述でい’合rも戸ロ氏一で
三国姦窒三島量穿ぞ動勢鎮三璽瑳転写鷺夢雲乞晶

てと一数＿異にロこれきい物聖一物あま氏編て治

　て
　つ
　く
　り
　あ
　げ
　る
　の
　に
　最
　大
　の
　寄
　与
　を
　し
　た
　史
（的
川自
陣述
康と
。　い

阿え
部ば
泰’
郎や
・は
兵り
藤r
裕平
己家
下物
座語
談』
ムだ
喜っ
歴た
史と
の母
語わ
りれ
方ま
をす
め　。

ぐ

つ

て
L＿9

Σ

墓



六

家年れ　つがあ物諸と
物○’山てたら語本そ本
語以そ田いいた考研の節
配下の乏く基め1究周で　　　　　　　　本一二のこ託て』史辺は
一続もrと的言　のに・
覧弾一平に問う臼展配当

物苞異諸　しいになてと

謬藁
豪雪蓋器

半獣
聾馨
森躯
と平’二
な家＿門
つ物平
で語家塾
結ユ物七
実潔白類
し　考’
㌃煙毒三

託嚇
ら2　い

一年2と
轟記享

叢濃
〉平　 さ

てが就さ流な
い’きれれる
た氏てての一
とにのき概剣
言よ研た観巻
えっ究とをし
るて画い試が。な前うみ’
　　なぞさ扁点るここれ』：で・れ

韓累1素誇

長』2分意』
く細工食す研
な本＿のべ早
るの＿端き史
が分一緒はに
’類年を’お
主は）開くい
と’をい宝て
しくはた唱い
て宝じ先妻か
こ障め駆話に
ご説と的〉扱
に話す業へわ
　〉る績のれ照

準を諸と斯て
を考珍し全き
才略重てカ1た
紮劃とカこ

幽し’心添〉

a

明

治
～

第

次
世
界
大
戦
中

｛

　
平
家

物

語
』
諸
本
形
態

論
か

b
の
出

発
｝

≡

ヨ
平
家
物
語
』

董

剣
説
話
〉
研
究
史
概
観

題研向三一に見
に究の』三広せ
分の強の種くて
け領い一神一き
入域テ章器三た
つにク段一種。
ておスとに神端
いいトしつ器的
くて’ていしに

　一とのてと言際

の三い＿萱関つ
足結つ宝話わて

．掛神た剣的る一
か器性説に神剣
り一格話語話巻
と神の〉　　　　つ的し
す話差’な言な
る罠異r註説るこ一に平説を呼
と剣も家の指称
に物忘』馨しは
しL意語体た’
ミ嘉鎧罷落

命理事蛎
　書卵管賢
妻鑓縄

　輪島同論
墨黒総嫁

　きま』そし指
　たずなこてし
　の従どにはた
　　　　　’り　か来の含
　をr比ま一’
　検平凝れ剣あ
　討家遷る巻る
　し物独・しい
　’語立rをは
　問』傾平’時



七

す翫
べ當弱
き附考劔
事平太巻
論家平七
な物活
き語凡
に而例
似近に
た來印
り誤本
。附言
然太行
る平干
に記世
魚影者
磨と首
二あ有
年り雪
曇　。青
板又　。
の屋ρ活
輩池了字
行動古
本池本
劔翁明
言所九
三恥部
誉嘉裏

齢森
し家塾
達識
に亦都
宕轟
きを嚢

舗呆
きた墨

巌難
しさ家
てれ物
　　まあば・・
ひ平劔
た家餐
く箋蓋
に1違憲
給附巻

て有い白つ今　（関検r謡本第き秘る一と

髪言講義軽諜1響難鍵纈讐
r本る都をて田果ら置いた第以山斗る、い
箇鋸奮浜野矯篠垂殻姦騒動誉翁忌

奮薬嚢築糠

講塞凌ぎ器
で巻　 部か黒
瀬↑編垂
．＿ 汢Bし第
ま粗剣本て四
ず同説・、’節
剛一 b中王に
者の一院とつ
に内）本しい
関容：と・てて
しを　’如二　’

藷霧嚢鯵藝美濃馨

離誤報姥鍵珪
単顯一礪悪趣螺
談議1繍ぞ翫響讐



八

細くのい子氏と平
に補一と一のも家こ
比野臥述劒rに物れ
較しだべ讃近一語ら
’たとた歎古剣のの
ぞるは上一小巻一点
のに速でな説一部か
結止了’ど解とにら
果まで単よ題称は一
’りき行り』しあ別
　てな本出でてらな
　戦いrで言いずる
　來と剣た及るし書
　は墨字るさもてな
　一張』もれの干る
　なすがのたののこ
　るる一かr’もと
　も。平1つ最の明
　のぞ家一る終なら
　一こ物とぎ的るむ
　とで語すのにがべ
　い考のるま両如し
　う察劔のき者く一
　百はのは』のにと
　二身春’＿間見す
　十二Lr承のゆる
　句点でっ応差一r
　引目ある韓語と梅
　rにるぎ年を結園
　平移この版確論日
　家りとま本田づ記
　物’をき）しけ』
　語単一』にてるを
　』行応がふい。受
　の本はrれる氏け
　rr難平’点がて
　っ剣定家平は論’
　る書す吹出重の山
　ぎ』る語序要中田
　のをに劔がでで氏
　ま’せ巻こあ’も
　きこよ』れろr一
　肥れ’そをう平こ
　ととその一。家の
　を一れも平続』説
　話たがの家いのに
　素寸直で物て一よ
　の順ちあ語氏選れ
　レ序にる劒は半ば
　ヴをr以巻’もこ
　エか平声’平単の
　ルへ家い幸出行劔
　かて物ぶ若鐸作の
　ら少語か舞二品巻
詳し』し草郎もは

　④　③　②　①
太rの義船義語義
刀平に経の経』経
の家対が数がにが
み物し平が大は一
を語’家合風一望
あ』rのわの十櫓
げに平生な中六一
て附家繕いを日を
いす物り。四一め
るの語と
。で』と
　あにも
　れはに
　ば一関
　’金東
　一洗へ
　小澤下
　烏一向
　しにし
　一関た
　抜を際
　丸据’
　し　　

ヨ

　　えr　一て剣
　母義巻
　子等』
　丸をで
　一腰は
　等越一
　のへ腰
　平追越
　家いに
　の七半
　太しを
刀たす

　をとゑ
　こして
　そて一
記い鎌
載る透
す。へ
べ
き

で
あ

る

の

に

源
氏
の

入
れ
ら

れ
な

か

っ

た
と

あ

る

国とぐ
にあっ
渡って
つて梶
た日原
丁付と
’が対
　A⊥rロ　ユム
剣わし
巻なた
』いの
が。を
コ
船
五
十
艘
し

と

あ

る

の

に

対
しく

　
平
家

物
語
』
で
は

ヨ
愚

僧
艘
一

と

あ

っ

て

劉

謹

杢

兀
暦

釜

百

ギ

百

を

≒

岩

窪

対
しく

　
平
家
物

そ
し

て

同

書
嫉

そ

の

ヨ
抵
梧
す
る

事
一

の

具
体
例
と

し

て

以
下

の
四

項
目

を

あ

げ

て

い
る

。

なあ
るり
べ〔
し按
。に

い新
か増
に書
と亡
い録
ふに
に劔
平巻
家三
物世
語と
とあ
劔り
巻〕
と　。

抵今
悟冷
する
るに
事も
あと
り絡
。巻

　物
　に
　て
　平
　家
　物
　語
　に
　も
＿ま
山た
田附
零し
雄た
rる
平物
家に
物は
語あ
考ら
』で
二業
寸書
○な
頁る
）書



九

実本付島でた細さ　と
は別r二もr部ら以の
r冊十テ古梅をに上見
梅は八動態臨検増の解
園船日ソ本日討補整を
日の一望と記しが理提
記数がへ位』てなか示
』を取シ置のいさらし
がrりケづ融くれ’て
r平込ルけ事とてrい
平家ま時るで問単平る
家物れ’こあ二野家こ
物語た九とるが本物と
語』も郎にがなr語を
』との判な’い剣』お
と同と官る①わ巻諸さ
のじ考ト屋でけ』本え
相くえ書誌rでににて
違一ら原本剣は発おお点五れ平別巻な展げく
と墾’三冊』いをる。

≒と総譜欝皇
猷彗逢±縫馨
たい露な・日・すし一
難集稟享藝軽

蓑継lllll

こrと’責の部につ
と剣にご二日でなる
が巻なれ’付はつぎ
わ』るは讃はなたの
かの。お岐’いとま
つ諸まそ国後こ悪き
て本たら矢にとう一
くを②く島山を。の
る検に本二田論叢よ
。討つ今渡氏証のう
としい屋ラがす論な
はてて島レrるの遍
いいも攻ケ剣際展と
えく ’めリ巻に開な
’と屋の。』用はり
筆’代日話中い”

物名
語刀大
に’秘
端曾事
を我の
獲兄一
し弟っ
てので
ゐ話あ
るまる
もで一
のも剣
で取の
あ込巻
るん一
。でが

　蔵
　罷
　繰
　襲
　駿
　鋳
　瀦
　姻

李索

弱毒

會翻
訳讐

ま　　 玉

3巻器
　しに
曽濠
夏罫

た醍てと
費醐よの
文天り結
館皇嗣解
版の緻：に
r］御な達
平宇もし
家若のた
物くと。
語はなな
』そりお
のの’氏
一以この
概前のr
説一本剣
一にに巻
でな別』
もさ冊研
’れと究
　たしは
　こて　’
　と付先
　かさ述
　られ一
　’た平
　屋r家
　代手物
　本巻語
　r』異
　剣よ本
　選りの
　』も研
　が新究
　鎌し＿
　済い一
　時長）
　代禄一
　末本に
　期へお
　以のけ
　下翼る
　に陣屋
　成が代
　立’本
　しrr　て足平
　い利家
　た氏物
　こ全語
　と盛』
　を以の
　論題考
　証し察
　。一を
　ま後経

かも事如
はの實く以
未のをな上
だ如翻りを
明くふし以
らなるなて
かりにるい
なて至べへ
ら本りくば

竃1藁

縄談

　項暴行
董屠護

螺擁
　紮傷
携疑

’しと零本
二ては織に
九増全を見
刷込くかゆ
頁せ別へる
）しの　’が



○

そ三物治各て儲
れ二語氏章二型
へ○に）操行諸
と頁於とをさ題
言）けしそれの
及とるてれた慰
しさも評ぞ阪当
たれと価れ口1
長く藷毅
’たのての氏昭

覚剣い説r和　 う及観皇お二しい初和語　き述通もは者
一のる話平十さ憾は念国よ頁てう刊十rなでしう’異も
別巻がと家人てみさの史び）取一。四劔おあたもまなr
　　’み物＿’がほ歴観大と扱種但＿之rろよのたる平本は
食勿そな語一rあど史的嘗’はのし一巻平ううと単箇家
局論こしの九平る多的な祭それ研氏九』家。に言行所物
野百で’説三家。く展叙にの近究の三の』こ’え本に語
杢二1さ物話三物　な開鉱時注頃ノ参九研諸の一なも着』

戦れは（一同の　　　　　　　　に値も補一し’釈叩よ考察るしは山相
謀る一小平じr　とす問改憲’て一を巡りとしたて’田違
査二黒覆勢ε嚢理髪簸天華舅筆塚異≒謡言写岳呈露
　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

つ但あで　　　　　な越し語る　くあも批rし
てしる’超文はて』日鈴こるそ判平て
いrも時’　　　　　献取コ＿本木とともす家は
る剣の着港だるメ博精貞にいのる物’
に巻の庄和とにン文神一すう問平語r
過』’　　　況天思たト館史盛る点題出』梅
ぎ自；を皇ふらを’2の。は零墨の園



山一ししの巻に
田＿｝ｭて一一戻
終審講最歪

るい愈をれて高

毒害郷糟
氏てがしる’一
でさあてこ同氏
あえるはと章r
るい。いは第平
がるそる’四家
’。 黷烽竦｣物
こrはのは一語
と平既のり鏡諸
r家に’山巻本
剣物平r田しの
諺語家平孝’研
』』 ｨ家誘爆究
の諸語物売五』
生本・考語の節で
成に＿』見一の
にお二の解題こ

け九内と論の　 く巻の一れ執でらと
る○部同一問再宝L巻見て行鑛に述
覚頁二様な題び剣の出しゐ本が出べ

を居釜。せ家本おのいに一平とばた

藁縫繋糠器葛叢叢
では質r窺いくさどそのつ巻あた出
屋全　剣観て攣れうれ巻て’るとて
代く；巻LL剣るでと一おな一いく

　　　　　　　o　　　　　　　　　
、

　　　　　　　　　　　　　　o　一考し　いばと
のて山一長もその
余い田＿短示しや
地な孝三さつてう
をい雄二まてそな
磐雛ぐ豚藻
もでそ）でが更’
のあれとあ’に保
のるとしり最美感
’。 ﾙて’拳骨物
そしぼ’そ尽す語
のか同このにる’
拝しじれ中はと平
題な路以に．一癖治
性が線上はな行物
にらのの又は本語
ま’も検’剣の’
で氏の憎いの剣平
踏のとをろ春の家
零墨磐聴く饅遭遇

んされてなしやの
だれ’は問てうあ
考たまい題はなち
察一たなも　’形ら
は剣一い含東にご
’の剣。ま寺まち

　或寳秘れ命
　は配力るをこ
　輩とを。とれ
　行の強そもら
　本相調れにか
　創些しがしら
　の關よやた考
　春比うが’へ
　のをとてとる
　如ばす豪いと
　き更れ話ふ’
　もにば的所．「
　の武道興に剣
　と家艶味無の
　なののを限巻
　っ方話多のL
　てまそく痛と
　いでのと窪い
　つ展他りをふ
（たげを勢いも
阪のて附れだの
口だ來加よきは
玄らるすう”ぬニ　　ン

早つとると且も
rと源こ　　　　すっと
黎違暴く
法れ家な一を神
語るのつ八竜代
のの名た雲ての
説で刀の翌週昔
話あ諦でつ法か
切るをあ一のら
考。附らの衰傳
察　遣う歌学は
』　　す＿やにつ第　る心白結て
豊　に理鳥び來
早　至的諦つた
コ
秘
事
説
話
と

灌
頂
の

＝

墓

りなをけ寳
’襲挿てが
そ展望歎’
のかすく安
結らる心高
果みこに天
煮てと丁零
二）にしの
十。なた御
句而りも入
潔し’の水
のて蜜かと
如王験とそ
き法’思の
’と神は運



系大のうつ家
の系問呼た物戦
テr題称。二半
ク平がこ同のに
ス家畜そ書基入
ト揃え残第翻り
が副直存四的’
定』さし章研r
着＿れて一浮動
し昭ては平1家
て和おい家』物
い三りる物　覧
た十’が語露』
こ四そ’　　　　12和諸
と～れ一詞＝本
罫鯖婆賢
妻繋∴轟
し九漏巻さで

階㌍徽縫
　おてあ取い発
　い広くりに表
　て行ま上関し
　’さでげした
　すれもらての
　でたrれもは
　に岩平て新渥
　一波旧いし美
　剣書物るいか
　一店語。局を
　のの』こ面る
　章＿のこを氏
　段旧一で提で
　　）章は示あ　を
　含目段切する
　ん本と還る。
　だ古し巻こ氏
　覚典て一との
天農婦葦

b

戦
後

～

昭

和

四

十

年

代

1
　
平
家

物

語
』
諸
本

研
レ究

の

深
化

の
申

で

評れ
価る現
さご時
れと点
るはに
必困お
要図け
がをる
あ伴回
るう本
。。 ､
　け究
　れの
　ど蓄
　も積
　＼か
　当ら
　該鑑
　説み
　話れ
　のば
　諸’
　本覚
　聞一
　で本
　のの
　内陣
　容古
　離昇
　異性
　同を
　に全
　目て
　をの
　向基
　け準
　’に
　考据
　舞え
　のる
　比高

較橋
分筆
析の
へ見

　の解
道を

　を’
開無
い条
た件
点で
は受
高け

　く入

門存推は章
動し敲’と長
は’し平が門
島一て家臨本
一方豊物成の
本流一語さ劔
をは本をれ巻
基之の射たは
にをや大も憂
し早う成の一
て請なしで本
増しもてあの
補ての説る劔
し漸が話と巻
た次出営考を
と攣印せへ増
見化たんら映
るしととれし
べていす’た
き奥ふる盛も
で秘説一瓢の
あのが愛甲と
ら如述をに戦
うきべ現至る
。もらしっぺ

　のれててき
　とるゐはで
　なでる’あ
　りあと他ら
　’ら言のう
　入うへ何。
　坂かよれ延
　流。うの慶
＿系以。豊本
高卑上此巻は
橋の要のと’
貞もす劔も八
一のる巻愛鷹
rはにをり愚
挙ご覧見’墨
家れ一て殊薫
物を本もに諸
語簡に延老本
訴略あ慶松の
本にる本塁詞
のし劔・松庵
研改陸運のと
理事が門親一
』し最本子零
雨ても・の流
九行古盛蟹系
九きい衰の統
頁’形記物の
）長をを語詞

鱗

ll



農繁漂

一の馨し奢重

にあたとの　にもて点句
しるのこ諸渥つのもに本こ
たががろ本美いで追回先れ
い’ рｪへ氏てあ親し行ら
。こ慶このがもつさて説を
氏ご本の関r本たれはと先
はでで動心平論。て’智将
’はあきが家中なお乱立研
岡＿つと高物でおり美し究
見宝た対ま語の筆’穿てと
正剣。立り』検者単のい比
雄島こす’の討は行論る野
薮話のるや諸に’本に。し
と〉．一よが本ゆ渥r専一て
共と延うて研だ野葬当古み
同の慶に信究ね説野性断る
でか賦し太にるの』を一と
校ら古て周おこ結と認を’
注み態’氏いと論百めめ①
をか説昭1てにに二てぐ②
行ら一　　　和や難し賛十よつ③
つ’ ﾌ四山代た挙句いては
た赤論十下重いし本とは’
岩松客年宏や。っ一思’　　　　　　　　　　　覚
波氏と無明四　　　　　　　つつわそ一
（のし以主部　もるれの本
旧事て降3合　

’

　　　　　　　　ぎる概を）　　　　　　　　　　　　 、

その。念最
のま特等古
分きに聡警
析一⑥をと
ののはもみ
観先’含る
点後ぞめ高
を関のて橋
氏係子別説
のをもなと
提め松問対
示ぐ難題立
さる葦がし
れ論江派’
た議済生ま
もに3すた
の一 竄驥E
とつ馬がも
若の目”干締泰少山
弾め宏な田
にく帯く還
すく　　3と以

　　つ点る　論十

　⑥　⑤　④③②①
と屋後屋素当一屋一
つ代の代蓋該：剣代剣
い本記本烏民部本巻
て別事別尊話一・一
編冊を冊のはは鎌の
集r入r人’　　　　　　覚倉原さ剣れ剣岐四一本形
れ巻込巻大部本もは
た』ん』蛇本に四四
もとではに屋よ部部
の亘作’噛付代つ本合
で一ら一会重てと戦
あ十れ源さのか同認
る句た潜れ段な類本
．鏑蕪墜儲覧
　つで物話は減るら
紫雲鱗導．葦
ま

き

一

と

の

関

係
は

、

屋
代
本
別
冊
の

方
が

古
体
で

電

導

句
本
倭

そ

れ
に

も

の

コ
剣
巻

L
を

中

心
と

す
る

前

で首玉お
寒暑暴

べさとた
きせ見上
物るる下
竪た》二
　　しのめと黒
雲のにに

鵜蘇
　　ズにがされ
　なれた
rさた百
平れ説二
嘗て話十
物いで句

諏麓
　　　、た

が大
・増

そ補
のの
北斗
の物
諸で
本あ
でる
は　。

、

れ
は

　
愚
管
抄
』

暮

乙

を

素

材
と

す
喬

章

農さ
をて
指’
し渥
’美

r氏
剣の
巻論
』点
とは
は以
区民
別の
さよ
れう
るに
。i整

　理
　さ
　れ
　る

　三

　9

　1

　0
　九
　頁
　）
　o
　な
　お
　こ
　こ
　で
　述
　べ
　ら
　れ
　る

　ヨ　剣
　巻
　L
　は

　ヨ　平
　家

』

　の
　内

部



四

るとかもウー蔵身か言と
性がに留ゼ点納説否え述
格徐な意タ’のをかるべ
の々りすルr二人と。ら
独に’ベニ愚能岐い直れ
自検そきヤ管性大う美た
性証れでト抄を野点・。
解さぞあヲ』記のに信こ
明れれるボにす転あ太の
につの。ユおの生る両見
照つテrルけみに。氏解
準あク平也るでまこのは
をるス家一再あでれ違’
据。ト物と駆る結にい渥
えまに語い喪四び関は美
たた見』う失部つし’氏
研こら諸もの穿けて四の
募れれ本の合やては部提
もにる論で理屋い梅本激
動対塁のあ化重く釈・さ
実応分分つは本膳上屋れ
にし的野て”慶の代た
厚て古に’あと本間本r
み’態お厳くい首題の平
を本性い島まうともよ家
増文がて明で具’早う物
し系必は神も合そんな語
て統ず’の一にうで簡』
きやしそ安武’しく略諸
て古もの徳士各たるな難
い態そ後天ノテ説も記間
る性の研皇キクのの述に
。を本融化ミス見ののお
独問自の身ノトら’背け
自題唐墨説御のれ本後る
性にの展とマ内な研に〈
がす古にはモ容い究’宝
煙る態伴別リ的rで龍剣
ずの性つ個ト相国も神説
他でやてのナ導管後の話
とは原盤文リは零丁安〉
のな態葦毛電量』す徳構
煙く性諸でル然’る天成
較’と本語世とそよ築上
考個結間ら二ししう化の
察々びのれナててに身差
にのつ錯てレい単’説異
よ異く黒いバよに龍のと
つ種わしる’う一神存も
て駆けたとソ。宝の在通
明ごで謂いレさ剣安をじ
らとは係う二らL徳想る
かにながこカにの天定も．
におい明とへも龍零すの
さけこらにテう宮巡ると

　o

　家の
　物記r
　語事愚
　』は管
　の延抄
　記慶』
　事本の
　とに厳
　rよ島
　愚つ明
　管て神
　野作化
　』ら身
　のれ説
　記たと
　事L延
　と一慶
　にr本　類愚の
　似管財
　が抄蛇
　昌鷲
　れ注説
　る五と

嚢響1

素
ラ

を

δ

夏

含一
め愚
で管
’抄

rの平こ

化て大しの太と巻
身は蛇て第周到五
説．一が生二氏べの
が龍：剣ま部から補
記神をれ一られ注
さ取惜や四反たで
摯號響製憲
い緊で海戦なれ円
な土安に状さはが

雪難悪戦
髪羅酵母毛蕎
指ご生つ的太も天

彫藩嫌疑結ル変だ一小・島

灘瑞薙羅
に其様振鍵
　後を・・と彩筆
籍震動傷製

　岳返本管同を’
　来しほ抄古る一
　一たか』究説こ
　一の長に一のの
　＿だ門記平①部
　屋と本さ家②分
　代い・れ物おの
　本う覚た語よ記
西1未照簾

　部とに龍態と延
　本を見王と相慶
　も対えノ過容儀
　略比るム：渡れに
　同さ説ス形なよ
いに聾いつ
　　　　　もて
あさ出で一の作
るら雲あ昭でら
のに国る和あれ
み四で厳四るた
で部半島十。・
’本蓋明四こと
龍・詳悉（の推
禁藻繕響
謙難鍵慧
恩顧誕摩



五

い借統こ）

問し遅は　　　　　　　　　　　　　　一
題たい・さ　’
転結がr
起貯砂平に宝灯中うにの書画L輪と転し
ので題家続剣は世う一各や器に恥し換と

るがら剣料目多成そたば配社宝め果た興
言なれ説rすくされそ通り神剣ぐ四のま
説さた話神べのれまの説な主がつ十がつ
のれ草〉奇き研たで時化がト伊て七・た
轟孫騎ζ直竺響雄心葦毛ら襲誇1⊃壌奎

集稽倒蟄鋳珪華寒雲呆逢妻モ窄器

靴紐議濾馨臨藻暑群星毒聾

藁筆悪運讐一連麺癖毒ぞ甲ぢセ暮箋霧筏

わな格がくそな究のお世場そ二表つに
た一のあ昭う意の本か目窪の十さた入さ
る熱強る和し義上質な本へ真五れ。りて
亀田い）五たをでをけ紀の偽（たこ内’
中系rで十氏認も探れL考を流伊れ容出
世の剣あ四のめ託るばが察め布藤を面上
日テ巻ろ＿他よ閑鍵な’をぐ本正時のの
本キ』う一のう視一ら一中つ垂義国分よ
起スと1九業とさをな中心て　氏に析う
とよ強弩嶽雑訴鞍下認鄭

。

昭

和
五
十
年
代

以
降

1
コ
中

世

本
紀
一

概
念

の
導
入

題れ
をる
考も
えの
るで
際あ
にる
もこ
’と

延は
慶’
本あ
のら
みた
なめ
らて
ず贅
狂言
本を
の弄
特す
解る
をま
充で
分も
にな
奪い
討が
し　’

たr
上平
で家
の物
造語
察』
がと
なr
さ逸
れ管
る抄
べ』
きの
で関
あ係
うと
うい
。う

　き
　わ
　め
　て
　重
　大
　な
　問



六

ク解なとさの　びの行て一占考し法るで本等二合剣　わ
ス明るでれ思こ一齢すい劔めでてがこい紀に氏L説阿け
トしも’て想の源格るく拠るあそ失とつ一よは　話部だ
驚宗燵疑嚢鰹1蠣｝鞭騎簿恨姦1藁奪
なしあ異聞の一記試しいそ器こ提とたこるわ前十いにう
逡鄭1鳶塗昔多淫奉澄｛善罎漂鰐存に挫窓奮2｛圭差
口比定た本直警世の特看たす’な認でか法慈’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影響て氏
宝営の相紀を本日がにげ映る中が識あっの童伊八角提の
會勇多湿「轟狸真黒濠簑饗窺法唆有乱書鷲餐毒筆響藷

鍔惨慕馨隠盤ぞ磁麹耀恐妻奮薄霧釜欝摯蘇
£ζ霧需灘豊覆工蓮論歩糞蝿潔三畠豊強潜

襲蘇蕎鍾縣舞舗幾藪欝下熱響



七

三系つ語構異　かでもさの一物なは重　はが点なテ＿を
種した』〉な一らあのら象大語が斜なおあ一でいク阿致
神諸の＿にっ方あつでに徴事』ら知りそる中もこス部す
製本か宝対たこらたあ一とでのぞ葦合らの世’のト氏べ
のがで熱し見のた多る剣し開一れ誓いくか日内作な）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
馨海盆享受攣藍隈1藍子芒雪辱岳禁聖療森蕎漫穿量碧
とに本〉〈提氏把いと来剣た章や名らのいしにおあ’はう
’沈にに目黒のえうのと喪中段先がも問のの様いる確。
魏暴嘱論霧羅細謹齢寒存藷讐力含鑑㍉等濠
州のつ着けたにしとは舞納あ関一ら無識との偏＿えあし
徴は左ノたの対たも・を得っ係回れ間とり一差宝ばるば
す改海浦冨がしも通生としてに家よの関わ形を剣’に一
皇響垂幕♂讐髪ぞ琴座瑠篠製態秀鷲葦甥
権れ総帥次田rあも重皇と乾て剣松へかrあて〉家’し
のためし郎雪平るの言掛し的明巻尾のた剣るいが物騒の
鯉輪読浮礁難翠雨雛袴謹言誘緯
をつ書がr木』るがわの管ン理　rいかの’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う事場そと



八

まの
ず宮中
は話世
こ化に
の〉お
時ない
代るて
に営測
お為り
けと知
るはれ
歴’ぬ
史一広
認体が
糾いり
をかを
示な持
するつ
黒部た
述象一
とで心
しあ断
てつ神
多た器
大のし
なか難
役。話
割本ll
を論口
演で剣
じは巻
たそ一
とのの
考今世
え実界
らを　。

れ可と
る能り
rなわ
平導け
挙りそ
物明の
語確核
』な心
をも部
分の分
析にを
のしな
撃てし
細いた
にくく
据た一
えめ宝
’に過

当　’一

ミ

本
研
究
の

方
法
と

構
成

法両　の本せれいよす　が諸をた一鈍
な者以一をてるうりれ先記本証一剣理
らを上あ考いたこ一ば述すにす読巻が
びめ’る回るめく層’し宝見もみ一一
にぐ朱断のテで基の；た剣えの本＿王
大る行層対クあ本成つよのるで系II権
ま様研一象スる的果しう現時あ一〈の
か装置＿外トとながたに存創る諸宝安
　　　二には考三期研’とに’本野饗ななの
全問概二す百え題待究．「が注とに説L
体題観四る二　　　　　　らをでの剣相意す対話の
的点を頁’出れめき積巻容をるし〉主
構が通）と断るぐよみ似れ払5て）張
成浮しにい本。つう重をない2・のに

　でと思え』巻大学　　　　　　　　　．「らる代のr＞れ
　にのわ’と一の諸中び1わ間平をて
　　関れ鶴や塗理隔世に。るに家構い
　こ係る巻》論由の日比　　　　　　　　　　　　武横物想る
　れの。氏性じは装本較　家た愛し。
　　　　望～格て各に紀検　のわ』た高　らあ
　　　　　　　　　　　　穿る一　のり　言をい氏は一世　　　　　　　　　　　　　　　が木

一よ
とう
をが
踏よ
まり
え明
’確

本に
研な
謬る
にと
お同
け時
るに
方’

う異るの’研が
rにか一一究必
平すと剣宝へ要
家る思内法と不
二一え一一リ雪
辱とば書誤ン欠
』の’ ｬ失クで
と野生にのしあ
r才蔵食納てる
剣か添い繕い。
巻らが違かくそ
』百弊い否この
と二上が定と点
の十に見かでか
間暦学らと　’ら

在．一がゆ氏
と断もえは
k’一つに’
つ一一不r
モを構整平
テ指造書家
イ摘的を物
　・古生語1

フさ態じ』
とら性さ諸
’に・せ本
r　 遷るに
　　剣剣源にお
巻詔書至け
』』一 ﾂる



九

酵悪態の識簾無識蕎乞繰裂轄霧含琶究鷲舘擢茄藁走量窪≒魂蒔塗磐

　』特広かけ同とわちの上宝過ヨを。日の内

ll難1議羅驚響ll轄縫

孟幕誉膣翠誉磐奮夕曇降1言嚢鯉奢鼻曇岩藍



○

ユ　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　 ユ

ユ　　　　む

壕票撰親藩1簸羅琴難宣鑓

叙
事
詩
の

発
見
i

近
代
の

古
典
と

し

て

の

ヨ
平
家・

物

語
鳴

禽
　
谷
幹
子
魂

1じ

オ

ど

7
禿

鈴
木
登
美
編

　
創

文に同め
化一定ぐ
人頁一「つ
類のま≦
学論曇＿

総意
川」b3史山

籍縫
　　　ロ廃車店
原
景
昭

全
訳

紀

伊
國

屋
書
店

天

涯

代＿
夢奮

転
輪
過
臨
敵
章司

穂遠

・説ハ’δ

＿を
九め
急ぐ
三り
年て
）1
2＿
焉r
を日

　　　ハ’δi
ノレ

r九
時顧
問五
と偏
物。
語

1同
　書
物一
語ヨ
と三
時頁
間に
性も
の同
循様
環の
歴馨
史言

＿）古
孟の典垂

髪錘
’L’

ﾂ　釈
ま郵1
た　 七九
同・

氏

ヨ
平
家
物

語
全
注
釈

下
巻

三

ζ

月　’

報＿
9九
』七
角九
川愚
書％
鷹

死

交

空

○

鳶扇網

些壽羅

窺彙
　　九學
更　八』

に　び年

吉と　’光

一日rr古本神古
語書話代
拾紀の天
遺i思皇
の一会神
研天史話
究皇・論
一神言』
＿話書＿
r一 P若
日の一草
本歴瓦書
古史皇豊
津』神’
の＿話一
合講一九
玄談か九
藤三輩
＿代日）
岩新本。
波書聖ま
書　’顧た’
店一一同
’九へ氏
一九lr九九一古
五年＿代
○）r天
年等万皇

飛難

ロ
注
一



の諸器r　 屋

説本四劔（代
　　　　　話のよ之平本
的研り巻家別
嚢鐸謹量
訴鐸嚢
難森一豫
’2愚妻b
l些誕簾
離諒解華
　　還童
　　三九平号
　　九三家蔵
　　鱗籍畢
　　　＝港江
　　　直撃編
　　　％小轟
　　　　学薬袋
　　　　館対
　　　　’照
　　　　一平
　　　　養家
　　　　八物
　　　　七語
　　　　年（

　　　　月ζ
　　　　）（
　　　　に新
　　　　拠典
　　　　£袖
　　　　o　＿
　　　　　九
　　　　　九

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 ま　　　 ユ　　　 ユ　エ　　　 ユ　　　　　 エ　　　ユ　エ

惣籍霜籍葉頂葺京房籍翠雲鶏籍籍揮野薄さ1㌧

宴藁葺
’立

野論

羅1

一に　。
高所引
七収用
四　。は
年本後
）論者
二で十
九の刻
四引照
～用に
一は心
癖rつ五平た
頁家。
。物

引語
用考
は』
復に
刻拠
版つ
に菟
よ

菟

説著』は考等異考

　　　　　o雑
誌
』

九

八

年
四
．月

号
％

後

に
日

本
文
学

研
究
資

料
叢
書

ヨ
平
家
物

語
』

　有
精
堂

九

六

（同
案塁
鐘誹

空冗

五＝

範
ダ
憶

後

に
日

本
文
学

研
究
資

料
叢
書

ヨ
平
家
物

語
』
　有
精
掌

天

本
気
前

蘇

暮

雲

発

逡

葉

裏

糞

窪

学

鎗

2
＝；

果

裏

峯

多

謹

宍

天

八

読嬬

1妻

裁

ll

室l

ll

雛

耀

避

1妄

っ卜形
工野成
　士ア　げロ　ぶ

オ下国
ロ光民
ギr国
i一「家
の日　。

物本日
ま　し　
叩　 本
学と文
1は学
王何』
権か一
勢唇謬

現匿鴛
在意
か味一
らと九
｝歴九
L史九
　』年（　　　　 ）
こヨ　　

三揃所
語談収
と社％
メ現
デ代
イ新
ア書
・ゴ

新一
　〇
物○
語五
研年
究一
1も
』参
有昭
精ハ℃

堂
、

九

九



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　ヨ　　　ヨ　ヨ　ヨ　ヨ　ヨ　ヨ　　　ヨ　ヨ　　　　

65 @　43210八98文765432＿1098松松め同黒阿阿阿阿二伊伊學信岡赤水山下四馬松渥日

要義麟：濃

　　　　　 　　 　　　 　　

　
　　種年　　。
　　宝　。
　　剣道
　　をに

のけ

蘇
三千

蟻
畿
直£

ユ下

誌
欝
欝
警
報
萎聖

墾
3【4 n
書突

四半

西古・

無ll羅

匙

ll

鱒

馨

ll

欝

ヨ
延
慶
本
平
家
物

語
論
考

、』

　加
藤
中

道
館

、

九

七
九

年
罵

語
を

め

ぐ

っ

て
1

一

会

文
学
旨
　
波
書
店

九

六

六
年

旦
。

の

成
立
1

一

　茨

城
キ
リ

ス
ト

教
学
園
中

学
埜

遺
名
学

校
紀
要

薪

墾

1碧

天

茜

奪

琶

省堂
堂　’

一九
九六
六九
二年
年）
憶の

　コ　解
　説
　一

　九
　五
　頁
　o



　　　　　　ら　　　　ら　　　　ら　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　
蕪駅饗本生鶴霧高多冨臨
を選とたを1【研三巻語杢田倉r　　　　　　　　　　　　　　　
肇・⑪蠣署邑智青塁憩彗婆叢

縫雛縫

1舞黒総
　代のぞ害の

一白牽耳

塁ll

l殆峯

無

類
．貢

　難



第

部



五

らてさしそには　柄見にソ本でい（段つ

てこ摘物古家しr
把にさ語態』な平
握何れ』性のが家
でらたのや一ら動
きか通下原原こ語
よのり合態本れ』
う特a’性一まの
紮欝彪禁籍寛多多

のすの的で不のも
総こそ展は可中の
体とれ開な能でで
籔叢叢葺差
を可全しも・　　　　　　スの’能てた検まトか

霜馨蒔野鶴
ξご鞍露鰻
£籍霧黛覧多差嵩

串奎ll誌至潔霧

雪1鑑題馨
理容り本給れから
な的こ形喋るにず
言差と態甚部なと
説異豊と一分るも
串嫉躁≒象警転驚
かそをの・態れて

置かえ定とも中で

曹嵩簑箋径論断詔襲↑

’をつ　そたま心限三

1藤馨燥弾碁
世かも童第る々。し神
のもの　　　　一とで一て話
暴馨熱量蒙靱嚢
説れと1さされ・をめの

1糞藤lllll
專訟箕零墨叢竹記号二

軍≒導豪レ1喬碁勢藁葺

務療頂雨落お写茜琶鎗

蕪藤ミ鑓鍵茎
㌶鴉こ羅盟妻妻あ夏至
露有考選差書募奮潮型

当てずかる景あ単　の
言葉叙姦華箋義挙霧離

よ。述亡・大語一説化

際剣分でスを現し端端
蒋西薄霧走彗選書曽海

に章内れおたる傾言い
注進容聴けで内向えか
意のに　るあでがばな
をみ関数彪うも強一る
要にし々大う比い天運
葛磐姦窪糞憲欝厨塁塞
事て時ヒ種憾寝謹章あ

は
じ

め

に

第

三・

早

　
平
家
物
語
』

ム宝
剣
説
話
〉

の

バ
範
囲
》



六

　　ロと　穿る照

畜驚
無

智

　　

　　

　

　

　

　　　　　　　　　　 ロ

　　B熱　A

蟹嚢鷲
の尾烏の三
心頭尊剣霊
をのの一　　　　剣
’八大はが
一つ蛇内あ
かあ退裏り
つる治に　’
て大〕　’一
自噴　 そ十
分を

総
乞セ

蛎
雑
誌
詮
美禦

雛
釜蓉

乞寄

鎌
瀬
碧
雲
叡

塚
躯
蒸
熱
岩至

．奮

　楚

　妻

　登

　莫

　饗

　饗

る注こ
構目の最
成しテ初
要てクに
素見ス　’
をたト当
最場が該
も合’説
多’現話
く後在の
有述通構
しす行成
てるのを
　　　へ携覇
罫蕩のこ語系
量れ』で
話がのあ
全州中直
体要で尚
を諸飯野
概異も露
量葉締
るを流十
の通布一

纂魎
都’いの
合いる章
なわと段
たゆk’に
めるつ拠
で一こっ
あ読とて
奄みも示
　本あす
　系るレ　し　　　　　　　し

　　がと
　・　’に
　一そす
　語れる
　り以　。
　本上職
　系に一
　一　’本
　の＿を
　双宝用
　方剣い
　に説た
　共話の
　通〉は
　すに　’

π

ヨ
平
家
物
琶

董

剣
説
話
〉

の
基
本
的

形
態

提方を〈
示でト結
すは1剣
る　’タ説
こ第ル話
と二に〉
に章見の
な以渡《
る下し範
でにた囲
あお上》
ろいでと
うて　’し
。　’そて
そその規
一の物定
で枠語で
以組全き
下を覧る

　

辮三
つ筆意の
到察味規
一すを序
章る捉は
頚上え　’
ので返一
分もす方
薬’契で
にr機は
柴平と　’
っ家なr
て謬る老
い語で煙
く』あ物
このろ語
と占う』
にめしの
しる　’異
た位ま種
い置た本
。を一群



七

歌調訪套
受理たこ内古と

多義藷鵜
里言き膝楽手

潟1灘婁
　1一えr的さ

お蒲塁琶郎
が響器壱要覧

臨琵こ難㍍
奪㌍誇重力1嬬

纏褻畦織

でに剣るr説　ので関
はよにご平話さ基はしこ
なる代と家〉て本どてれ
い王わ’物群’的の’ら
か権りな語全従形本延A
ご守’ど』体来態も慶～

と薫蒸鯖骸鶴
総鞍蟹謬寄事輪

ぞ菱身蜜逡翻さ亮澤菱嫉

講海戦響き難藷
のしとのこきてとく本本
1軽量麓藝智慧
旨しが検る’』よて種い
　たr討いま（うい以て
一r剣をはた『。る外記

。の事
よ諸の
つ本分
てが量
’この
され多
しを少
あ欠や
たい凍
りて容
）い的
のる差
七と旧
離いが
素う見
零点ら
　がれ
r間　’
平煉麹
家とに
物なF
ま
摺るの
　が陽
奎縷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

に惜つ　？　野武　畔一　？
監幕髪叢駐幾董蕾善薙誘呆

が徳哀とと狂狂兀納七　壷の

い皇るももにと以らの　L征

道まは底剣れの内一事
理れあに水て霊裏草件
で変る沈没室威に薙〕
あわまん〕畏〕置剣

ζ礎再選麟纒篇葦
な天えとと病気年め年墨東
宥星量舞量寒轟鷺避難㍗胡

るりいだ
と　’L宝
思置と剣
わを言は
れ取い　’
たり合捜
。返つ索
　したの
　たが努
　の　’カ
　だあも
　一る空
　と博し
　言士く
　つは遂
　た　’に
　。一発
　海幸見
　底　’さ
　で到れ
　薬量な
　龍烏か
　の尊：っ
　宝にた
　とよ　。
　なつ時
　つての
　た退有
　か治識
　らさの
　にれ人
　はた々
　’大は
　二等　’
　度が一
　と　’こ
　人実れ
　陛下に
　界をよ

の

宝

剣
を

抜
い
た

時

夜
御
殿
に

電
光
が

閃
き

剣
が
自

然
に

鞘

些

戻
る

と

k’

つ

霊
威
が

あ

っ

た
。

か一
れは
て　’

い天
た智
。天

　皇
　七
　年
　に
　新
　羅
　の
　沙
　門
　道
　行
　の
　た
　め
　に
　盗
　難
　に
　潭
　つ
　が

　霊
　威
　に
　よ
　つ
　て
　守
　ら
　れ
　、
　天

日一
本草
武薙
尊錨
が』
東の
征曲
の来
折〕
に

伊
勢
の

斎
宮

か
ら

授
け
ら

れ

尊
が

の

剣
で
草
を

薙
ぎ

払

っ

て

難
を

逃
れ
て

以

来



八

れ柏・本読・にれし分・・討　　　　　　　　　　　　　　揺のさら論いにの

園な系み整見るたけ全rし　れ性れなじる対仕　論しゅ
本おし本曇た二野注て平でそが起るいたこし方則理たる
にrと系しrで剣目を鋭いこあのが。りと’の上が三読
っ源引目た剣あがす＿即くでる規ミそ’な多食の一種み
嘱篇鱒言纏講課聾照耀罠蓬擁護

袴馨襲撃霧力こ童蒙霧霊壕轟轟差罫娑ぎ鰭
縷音量垂髪轟£霧薯Σ薯藷柔勇7存謹磐弼を籍奪砦馨禦

壕
嚢

頚
1華

磐



九

＊ ⑦⑥
⑧　　　　　　⑤1④　　署　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

③ ②① A
　；
黶@；一
垂苑嵩
；薙剣
o剣一　1一は

奄ﾍ尾：内�

：r
@l一＋
遠V束
?剣?
P切一i剣別i一名

Pは�

束型は大�

i神；神代i代以似来i来の　1の一　1＝＝一　　　1一曇　夏曇�

国石上�

蝿切剣�

i裏国1に熱

奄?田1り�

l尾　1蝿

ｯ切燕糟浮P熱�

国石上� 　　8コE剣
煙浮?；ありiり　o�

�� i。� 1田� �
i�

�� 1� 1社�� �

�� i� iに� � �

�� 　1� 1あ� � �
� � 1� 1り� � �

� � � 1。� � �
� � �

i。i� � �

�

�� O� O�
� � �

0� 0� � 0�
� � �

� O�

0� ○� �
O�

� � �

O� ○� � O� 1

�
0� 0� � 0� 1
� � �

� O� ll� l■�

　Oi� i� i�
� � �

三
をま
語ず
りA出の
す部
部分
分’
と’日

し本
てに
注神
目代
すよ
べり
き伝
とわ
こる
ろ一
で霊
あ剣
る一

趨
容述
的べ
にた
は築
大所
きか
くら

縣
のく
　　 一「@　o

声麺量
を1さ

剣聖
だ題
つと
たな
とる
す一る草
一i薙
A剣9一
rの源由

のら
由に
緒は
来一
歴っ
’と E

おし
よて
び同
そじ
の展
紅鱒
斎を
揚持
所つ
をた
島も
すの
箇は
所存
と在
しし
てな
’い
特。
にそ
Aし・て
Cさ・ら
Eに・考
F察のの
部結
分果
に’
注如
目上
すの
べ説
き話
点構
が成
見要
ら素
れAた～
。G次の
節う
以ち
降’
’宝
こ剣



○

と

記
し

て

い
覧

れ
ら

璽

記
事
に

お

い
て
嬬

　
平
家
物

語
』
の

場
合
と

異
な
り

三

豊1

の
名

称
杢

不
さ

れ
て

い
な

い

と

が

問

題
で
あ

る

③
御

者
。

神
伐

看

瓠

準

正

葉

叢

≒

歪

毒

筆

覆

爲

蟄
融

融

漁

業

葉

長

野

誘

朱

6
禁
秘

　
上

塗

酷
魁
能
芝
露
読
；脅

拶
藻
識
蒲
1讐

義
塾
乱発1

纐
鞍
建男
墾剣
突に

ゴ
三車

坐
で警

　摯

　鴇

　窒

　の

　②
　寳
　劔
　者

　傳
　自
　神
　世
　根
　本
　フ
　ご
　有
　て
　其
　；
　夫
　和
　國
　石
　上
　布
　瑠
　大
　神
　奉
　零

　；
　雇
　張
　國
　熱
　田
　大
　神
　奉
＿崇
大。
通
寺
本

巻
第
十

釜

）

いや
巷r第
一神二
と無謬
の集で
指』も
摘巻あ
も第ら
あ一た
る一め
。神て
さ道述
ら由べ
に来る
　之よ
醗事う
醐1に
箋纏
』見9
藷議
　　ス倉他
一徳に

天瀬
葦甥

稟講
にが己
よ当、
れ時ま
ば寮蒔

難
鷺
載
馨お

　転
輪
懸
曾

　よ己

　①
神神
宮世
によ
おり
は伝
しは
まり
すて
。剣

はあ
彫り
嗣　 。

に＿
おは
は隠
し上
ま布
玄留
　の
は社
内に
裏ま
に玄
お

は一
しは
ま熱
す田
。の
内社
侍に
所ま
にす
ご　。

そ一
おは
は噛
し裏
まに
すま
めす
れ　。

。又
奪’
修鐘
寺二
本あ
rり水　。

鏡＿
1は

匙ラ太

に器摘口減こ三百
値のさとはの』現
しもれいあAと十
よったうる①の句
う由よ認もの密本
。来う識の三夕〈
　やにのの事な宝
　意’形’を関剣
　義神は内載係説
　が代’灯せが話
　一連中庵る指〉
　中来世に前摘倭
　世のの一者さ
　に三神致のれ当
　大霊代し方た該
　き剣のてはほ句
　なにこい’か輩i
　主つとるrl段
　美いをこ盛・）

襲綴義義
灘三葉蓼粛

系誕蘇分の
粟・こ代愚輩皐

畢黙縫も謹



や飾r　も＊をでる話全山のたか氏　ととまこ出当さが



家がか方で記かを盾事剣形し　るし三三てにル薙裏
』r。 @は事ら持ををとでてrこた心下す下一剣の
〈剛比は’にのち生平しのい日と点をにらつ草一宝
宝家時’こお距なじせて一る本はに示は’て薙は剣
剣』点rのい離がさる語連。書あ鑑し一宝’剣熱一
説をに平rてはらせ回るのと紀つみて草臥宝一田と
話越お家平コ”て群言由こ』ててい薙i水剣とには
；毛ぞ婁霧鐘蓉章零力携葉余暴も津歪劃勢奏聾学会

基中は源語のら薙点一存歴宝鎌そ先とへ衝をれらた
誇童陰野ズ型饗奮藷三半蒙ξ奮害讐茎喬影身

翻才学蝦紬婁藤葛蕎葛瓢蒼響舞
露鷲碁あ慧器豪男象劃｛漣麹擢扇讐塞轟奪矯
質〉易な’　　　　　剣布剣でをた至そ至裏らや’化一ずれ一
ををにの一を本とあオえつのるに’は熱はに’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るだ
把規判で室外rしろりずた喪ま納あり解語代そ一つ
え制断あ畏し水てうジ不の失でまる両のらわの方た
るすをろのて明い。ナ安でののるい野辺れつ態’の
こる下う高し』るそル定は竪文まはのをなて度天だ
嶽；意力遡智勇藷澹璽奮奮豪華蕩葉潔ぎ奮多芸愚筆
’のなぞをた補に野草のか発は具一つ考’ミ位即か
雰逞し1誓葎ム警ゼ≒藷裁憎鵬簑難事蓄電籍笹重

苦蝿螺煮観齋ぞ墾罐灘駄獣裟難
鱗繍璽集書内鍵長婁調欝撃総2箏銃
身芝葺荒野蕊良馬戦究貸重磁壁葦戸叢鴨寛

喜藝碧髄難業蕪獅量縫1翻楽諜

　’》語貫も』　　　　　　　に話でよは内たたとかしえ見抄劒ば
義あ齪底力1星＝ど是二等雰零ぢ毒送達甚≒三三

　も農てを考神』ス記神薙に緯うたを剣は愚あ劒に
繰跨我難拷繋馨力礁蘇鐘垂碑
鐘駄覇灘翠馨擁責辣礁ll董



⑤ ④1③　肇 ②1①　1 C

新

…宝1鏡 　i第1第

剣 剣i剣 ＋i＋
の の　：の 代｝代
霊 新i新

患　1崖，フ賦　　匪フ沢

威 鋳1鋳 神1神
、 。1。

r 　1V1天
本 新噺 皇嗅
剣 剣i鏡

1の　1の

に を1剣 御1御
劣

聖内1を 　匪F1宇らず 裏；内　匡＿』薗の1裏

’1’
燈�G鏡

o

護1の
閧煙

剣：剣　1を1を

と　1り 奉俸　蟹ｷ1と 　踵J1遷
る1す．iる

P．

。1。

○ iO iO 矧

○ Ol iO 姻

○ Oi iO 長i

○ Oi iO
劇

1 1

iO iO 四

Oi｝ 蜀
1

○ Ol ；○ 覚1
1

i Oi 剖

○ 10 iO 剣1
1

蓑

3
宕

藁

覇

璽

翠

霧

彗

　　①

1細
管護碧
皇御酢
女｝。’

糊置
無軸
命針鼠
　1昨一、
奉之
；室戸
斎　殿
思量不
　レ　レ

　献安
　神　。
　璽故
　鏡・
　o更　劔令
　也下
　。斎
　彷部
　’氏
＿瑛率

呂　 、　o
ホ
神タ

甕
1城
盛神

ギ
響歩
・潭

挙藷

璽義

天
目

筒

神
窩

氏

更

鋳
レ

、、

造
上

轟£墓至に蛮譲£§

書董警薙縷外」皐窪

雰騒慧響圓厨誓事蓼

r豊通の容巻はさは
倭をり奉で』’れ’

鍵麟縫網頭
監置塞窪論難雲表葺

謎惣縁霧陰
警墾歪馨豆ご墓詣食

蟄懲垂右壽蓑玉書

醗轄蚕纏難
鎮期登題剣がじの中

釜議難箒離
』まrうがに氏崇出
へと古。’鋳や神さ
とめ奎　こ造畢朝れ
継ら記　こさ木にた
　　　承れ　　 でれ氏お一
　　　　　、

ゆ七　 たてと（さ
至歪製岩直観鷲李

薯暴煽右3翻

さたrれと日
て考奎

播謬
論
鮮
獣
簿書

鋪

明　 もけ手
馴そ守る薙
なの題こ剣
革新視の一
異しさ剣が
をいれの　’
示剣た奉回
しがと遂事
て内この降
い裏ろ斗出
るにで事を
点残あに経
はさる注て
’れが目内
庫た’し裏
節と屋たに
で記代い安
見し本。置

、

崇
神
朝
の
宝
剣
新
鋳
と

新
剣
の

霊
威



四

神祇ののの述ら　のと
宝秘記あ主で南そ方あ
の妙早る著あ北れはる
事』はこrる朝でそ。
はお認と類r初はれい
rよめが聚神期’にわ
日びら’神道に伊付ゆ
本出れ阿断簡か勢随る
書元な部本鯖け聾し伊
紀温い泰源』て覧て勢

拾年三に一三の剣みる
遺ま種よ三一整新でこ
』で神つ二七理鋳’の

難重藤鱒喜
孫しをれでは化は霊て
降た独ては’にど威は
臨と良い’山尽のな’
のさしる第立夏よど天
場れたが空ししうに照
出る項1五たたにっ大
のr目’一一’把い神
慮瑚と管神引外えての
用如し見道事事らは神
が射ての玄神至れ言体
示』企及義宝過て及で
さにちぶ篇一・いがあ
れ算出限一に度たなる
るつすりに関会のさ宝
のてよ’外す家だれ鏡
みでう他契る行うての
であにに一記のうい奉
’るなは工事場かな遷
剣。る一宜は合。いを
の但の三に見をここ説
新しは種よら考ことく
鋳”神るれえでがこ
にr元宝三なてやわと
つ神徳一種いみやかに
い祇二や神。た目る調
て秘（宝器まいを。眼
は砂＿墨型た。転
何』ヨの決選家じ
黒熱饅膓鉦
べい年にす成初事
らてのつるつ期末
れはrい記たの期
て’起て日誌著か

が

あ

喚

剣
の

新
鋳

レ③
献箭

雛
斜影

劔｝
是磯
也城
。神

謂擁
名一。

零話

雑
㌔鳶

　森

　肇

　籔

　o
一露

羅董

笹薯

蛋叢

聾

難

聾

襟

こ

れ
を

　
古
語
拾
遺
』
の

文
を

も

と

に

し

て

成
っ

た
と

さ

れ
る

　
倭
姫
命
世
記
』
と

比
較
対
照
し

て

み
る

と

、

同

書
に

嬬

②
霊
威
本
ノ

剣

相
雀

異

4
垂

劃

琶

　
延
慶
本

　
平
家
物

語
』
第
六

本

屡
ロ
剣
美
事
一

四

四

頁
）

わ　文たたに
らま脈よめしこ
ぬずをうのてこ
霊r異にかなで
威平に’かさ’
が家す本るれこ
述』る剣町たの
べにrの承も奉
らお平現をの遷
れい家財源でと
てて』に流あ新
い新くよとつ鋳…
る鋳宝つしたと
点の剣ててこが
ε件説一いと’
㊥嘉琶毒奎擁
にすののと軍鶏
注難場厳はし記
目本合存確て』
しの’L実お・
たうなをでき恥
いちお主あた部
。’ 汳｣ろい合
例記心すう。戦
え事のるが挙状
ばの余た’剣本
単簡地めそのお
慶略がにれ新よ
本なあ取が鋳び
で四るり　’をr
は部。今夕め剣
’合

次戦
の状
よ本
うを
笹下
払い
さて
れ’
て想
いで
るは
。み

　な
　新
　し
　い
　剣
　の
　本
　剣
　に
　か

まえぐ早
ればる』
た多一に
も田夢見
の氏がら
でが’れ
あ’宮る
る主簿の
かとのと
否し一回
線て神様
はr璽’
’剣の元
少巻鏡来
な』・　’
くに劔鏡
と関しと
もしの剣
rて起と
剣述源を
巻べをセ
』ら語ツ
とれるト



五

たる膿種う神れのれと
の形一ノし代た精三の
だでの正た以コ霊種記
と取現必発来二’神町
言り存ヲ想の種皇器が
え込をモが一神智はあ
よま重チ北草罫の終る

讐敵騨撰録≦

翠魏1鐸嫉雛
羅萎告雛魅肇霧

袋無筆書誌穀護

ll凝1ξ1筆
癖図勢企あて黒目神

矯と焉瑠輝践

　蓋藩蚤庇£壽選書存

　て付の図るえつは斯
　　　一　ノ＼　　。　ぼ　け　ネ申　（　い帯
　つす正三こ’ら明夫

◎

直
結

影
各

詠

手
鴨
宮

百

王
縫
レ

徳
、

專

星

手
冥

｝、

会
忌
事
本
紀
玄

義
塁

』
巻
第
四

コ
皇

位
縫
レ

徳

ご

の　的い神
鏡トイる宮こ
剣部デわのこ
の家オけ寳に
新出ロで劔’
鋳身1は一安
やでグなと徳
一’ ｽいし天
草兼ち。て皇
薙好とこ捉と
剣の’のえと
L兄立点るも
の弟場は家に
熱にの’行水
田あ三家は没
現たい行’し
存るをのぞた
を天明著のの
述台確作熱が
べ僧にか田一た・表ら現改
箇慈し多存造
所遍て大をの
にのいの述寳
’手る影べ塑

曇鎖鋸
　　　　　つ藤蔓誕
　旧　。北の一

事
本
紀
玄

義

完

塾

ス

≡≡

隻

を

見
る

ζ

巻
第
四

暴罫
べてる
る一の

ミ敵
塁鹸
三主

たとを
透し一
治て太

　　④劔抑＿
一。太前

A神略フ

星

斗

國

熱
田
拳

一〇

紀命也
一爲。　レ
．平軍

藷

藩1

‘暁書
下大不
．コ違乱

書影
神被。
寳レ＿
事授中
ご轟騒

動翻
計量
劔鋳
劔草⇒

薙造
煮暗
合鏡
易神
行劔
香｝．

い
な

レ1

覇

髄
集
』
に

至
つ

天

さ

つ

や
く

彼
は

宝
剣
の

行
方
や
熱
田

奉
遷
に

つ
い

≦
茜

及
す
る

さ

つ

に

な

奄



六

と奉
四斎こ
部さの
出れよ
診たう
状一に
本内r
で侍平
は所家
一　一　』

つが〈
の神神
説代鏡
話以説
の来話
語の〉
に一で
食神は
い鏡’
違しど
いその
がの異
生も種
じの隠
るでに
ごあお
とるい
にとて
なのも
る立鏡
。場の
本が新
説と立
話らに
はれつ
’てい
すいて
でるは
にわ一
rけ切
撰で触
集あれ
抄るら
』。
やしず
rた’
直が宮
幹つ中
薬ての
文’一
絵r温
巻盛明
』衰殿
と記一
の』に

　　年ち
　南九ヵ
　殿月こ
　の廿ろ
　駁撃は
　の弔う
　梢のん

6せ内お

轄鍵家しかま

　　　　⑥
朝戸遷てさ
の中都’て
日略遷霊内
の岡幸威侍
山内のに所
の侍後おは
端所百そ’
をは熱れ臭
いみ十て九
つづ年別代
るかをのの
にらへ殿御
こ炎てへ門
との’う開
なな村っ化
らか上し天
ずを天た皇
。と皇ての
　びのま御
　い御っ時
　で宇らま
　さ’せで
　せ天給は
　賢徳ふ’
　ひ四。ひ
　、

ゑ・口しへ
』　 、

　　に巻光は
十明じ
一かめ
一くて
鏡や焼
＝く亡
一とあ
△しり
二てき
頁・。
）

物まのす
　　　o

と

つ
殿
に

お
は
し

ま

し

け

る

塗

第
十
代
の

御
門

喪
神
天
皇

の

御
宇
に

及

話のく形
〉章のが既
の段は’に
　　’典触場に
合お明拠れ
といらにた
異てか忠よ
な’に実う

でを耀え語
大記中ら恥
きしのれ遺
なて　　・る』
内いや。以
直なはそ下
的いりれの
異と一が本
同い三’来
はう種b的
な事神や文
い実器。脈
のと一のか
で連のよら
’角皿うす
仮し2にれ
にて　鏡ば

量馨欝
に。 黷｢鏡
よこたテと
つの内ク剣
てr裏スと
ポ平のトを
イ家一　　　がセ
ン』神多ツ
ト＿鏡数ト
部神一をで
分鏡に浮管
を説関め遷
示話わる・
す〉るよ新
こは説う鋳
と’話にす
写奎i縫
餌取ぢ

cba
剣鏡鏡
の剣剣
奉のの
遷奉奉
の遷遷
み／／
　剣鏡
　の剣
　みの
　の新
　新鋳
　鋳

扇三盛1
、　　　、　　　、

司蜀四
　、　　　、

　醐剣
　覚i

＿拠故旧
表るで泰こ
2限あのこ
〉りろ根で
を’う拠再
も物かにび
と語。しr
にの剰て平
’焦えい家
諸点そた物
本はこの語
に’にに』
お奉は対に
け遷’し立
るさ次’ち
一れ節先戻
草たでにつ
薙本見挙て
剣締るげ考
一でよたえ
のはう新て
奉なに鋳み
響く’早る
お’望事。
よ内田を南
び裏に載北
新に現せ朝
馬手存るの
にますrイ
つつる平デ
いた本家オ
て一剣』ロ
の宝を諸1
記剣特本グ
事一権がた

1臨途
めのろの重
て方う霊神
みにと威朝
るあすをの
とつる強宝
’た平調剣
次か塾し新
ののはよ鋳
よよ憶うと
うう在と本
ににしし剣
な見なての
るえいい現
。る。た存
　。このを
　溜れは王
　のに何呉



七

でがああのれのの
詳発つくだ剣をくCr
説生たまとが見宝の平
すす。で考伊て剣聖家
るるそもえ勢も説所』
こ。の鏡らに’話で〈
と先たとれ移日〉は宝
ににめ剣るさ本の’倒
し見’と。れ武一①説
たたもをとて尊つ・話
い旧しセこいはの②〉
。下網ツうた鶏眼とに
　剣のトがこ勢目もお
　の伊で’とのとにい
　霊勢奉何を倭も’て
　威へ遷度あ姫言本’
　しの・もら命え神剣
　と奉誓言かかるをの
　い遷i鋳うじら日天新
　うをすよめ一本照鋳
　早撃るう述草武大を
　題べとにべ薙尊神語
　もよい’て剣ののる
　’うう一お一夕元も
　こと形草くを躍への
　れすで薙必賜が奉と
　とれ’剣要る描遷語
　関ぱ宮」扁がこかしら
　わ’中のあとれたな
　る当の奉りにる’い
　も然一遷’なわとも
　のぞ神をCつけいの
　でこ璽記のてだうと
　あに一す奪いが点に
　ろはのの遷る’でテ
　う’鏡は記。rはク
　と新・’事よ古墨ス
　推鋳像rがつ事本ト
　察記の古〈て記一が
　さ事事国宝’』致分
　れが源拾剣おrし化
　る付を遺説そ日てし
　が随語』話ら本いて
　’しるを〉く巡るし
　そてこ源にそ紀。ま
　のくと流組の』こつ

潅翫翻習驚そ獣鎧趣熱望

舞ξξ緩靴墨蟹綜霧峯豊崖縁
　　　　　、　　　　　　

、

る二大ツ後にliり
の龍神プによ一一亨
は第之さはれ内・
’二身れ行ば侍十
当節分てわ’所＝
時参Lゆれ天一世
の照とくな皇が着
到。考。　　　　くの天中
説）えそな即照期
でrらのつ二大に
あ平れ後で呼野お
つ家た’お礼のけ
た物鏡数りに分る
＿語は度’　　　　　お霊一神』’にそいと神
鏡諸事亘れてし愚
説本々つか神て一
話のにてら璽神に
〉多’内ちの聖対
のく神裏さ鏡化す
逡力1膿鯉輪
をく天っ百慌て念
背宝照た年るいが
二業大火をこつ表
と説神災経とた出
し話のにてはのさ
ご軽鴨昊鞍
1難論1髪

さ望～合の丙’も近
つ記わた侍つ明年
と載せび所まらの
しをらに一りか研
た誉れ霊と天に究
結けて威し長さに
果るいをて年れよ
でとつ示’間てつ



㊥⑯， Ψ ⑭1⑬1⑫ ⑪
⑮　　　　　　　　　　⑩　　匪　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

⑨ ⑧ ⑦1⑥ ⑤ ④1③ ② ① E

（

l　　l巳　　　　　　1

1
内胸＿F一畠　　　「鯛＿一畠畏；畏

〈

熱田

天1天1天
枢垂鴛

熱田 本剣 熱田 龍王 住1風
gi波

道行

天1天
qi智

塑畏 章薙

の　1の 年 明 天1天1天 明 を で
、

明慌
、

天；天 の

新体 次 神 皇i皇i皇 神 内 四 剣 神iく 三 皇i皇 新
響

剣険ll に
、

朱味：朱
、

裏 振 を ’；し 度 七1七 剣 、

・｝’
P

対 生 鳥鳥鳥 生 に の 奉 道iて に 年i年
、

熱
著喀 す 不 元1元1元 不 置 模 献 行；盗 わ ’1’ 著

塾し1し

る 動
　匿　　　　　　1

N1年陣 動 く 造 o 聖を：み

た 新i新 し
田社

い　；い 筆 を ’1’1’ を o 剣 害1え る 羅1羅 い
壷　1曇皿　　1ユ広

ﾐ械。；。

者の不 害究 （　1（　1（
{：本噺）　1）　；）

浮P剣1剣

害玄 を鋳造 試発 　「ﾌ　1の
ｹ秒｝門1門

霊嘩
へ奉綿

）　1
F 審 八 を1を1を 八 o i 道1道

o 剣
　匡　　　　　　匹

M1内1内 剣
1行1行

〉 大明 田i裏i裏社1に：に 大明 i ’1・’
P内1熱

i
神の に1返1返匡　　　　　　1

ﾔ1納1納

神の 裏1田1の　；の

由蒸）

納1。1。
B1　I

戟@　l
戟@　：

戟@　l

由亮 剣1剣　1を1を

垂P盗　圏

ﾞ1むl　　l
戟@　l
戟@　l
戟@　l
戟@　l
戟@　l

。1。

1 ○ Oii ○ 0 iO ○ 1○ ○ 磯
1 1

②1［ l　lO0　　　　　　　1

iO Oi聖 ○ ○ 姻

i Ol　l：　： O iO iO ○ 長1

Oi Oii ○ iO ⑱ ○ 劇

i Ol　｝1　　　　　　監 iO iO ○ 四

i ■　　　　　　l

撃nl
p　　｝

iO iO ○ 厨
8

10 ゆ1 10 10 ○ 覚1
暉　　　　　　1 1 1

⑪
【Oll　　　　　　1

○ ○；1 iO ○ 司

Ol ○ Oi　l 響 ○ iO ⑭ ○ 剣
1 ，　　1 1

バ
表

3
＞

〔　四霞　　・

天
智

天
皇
七
年

の
盗
難
事
件
〕

天
智

天
皇
七
年
の

盗
難
事
件
と

つ
宝
剣
一

の
素
性

八



九

な裏と全　巻都と
ろ奉さ注》』本あ
う斎れ年ごと・つ
鰭蕪鰯響互

蟄献霧灘
臨急どゆ寛獄
ご麓謡享超

後らr製’カ1は

一記本面差　　　　　　また
テすに剣異　　　　　　たの
亥多耀箪蠕
トスて画く　＋戦
毬トは竜華　句
rlさ董纏蕪
日前回でれ　　　　　　・を
本後翼成た　　　　　　こ愚
書で話長腰　　　　　　れせ
紀矛〉 ｵ倉　　　　　　まる
』盾のた徳　でr
璽を冒も次　と盛
名き頭の郎　　　　　　寒寒述たでと氏　　　　　　様記
とし一考も　に』
のて草え’　こ・
問い薙てr　　　　　　こ長
にる剣お平　　　　　　で門
　　幽く家　も本ズこ
レとの4物　r・
をに内2語　図南

　②
　○
　戊
　寅
　、
　卜

　天
　皇
　病
　心、

　崇
　章
　薙
　劒
　一〇

　即
　巨

　拳
　琶
　干
　尾
　張
　國
＿熱
r田日社
本一
書。
紀
』
巻
第

十
九

ヨ
天
武
天
皇

下
舌

一

朱
量

兀
年
六
月

）

紀で本事てか後こ
』見の件安堵でれ
朱たい後徳剣剣が
鳥Cわ熱天でのr
元のゆ田皇あ最平
年隠るにとつ終家
六分一納とた的』
月に語まもかに＿
戊おりつにと返宝
寅い本て海い納：剣

藤裂繰鐸
の剣三草とが場に
条鋳本当i消生所と
を造で剣えじがっ
見のはしたて熱て
るこ’が一く田重
とと水天触る社要
’も没武剣たでな
　記し天一めあ意
　した皇1さでつ味

　てし記しあ没も
　は覚すたたしの
鑑未暴がぞ＆霧

ご霧李篠翻
　と合覚蓑が一み
　こ’一3持がな
　ろ脚本一ち本ら
　がに・に出過ず
　r〈百おしで’
　日表二い’あ事
本2過てやつ件

　書〉句’がたの

①
◎
二
歳

沙
門

道
行

郵

箪
警
守
…、

肇

祠

新
羅
一〇

而
中

路
風
雨

荒
壁
諸
等

＝：；

日

本
書
紀

塁

』
巻
筆

十
七

ヨ
天
智

天
皇

L
七
年
）

に

端沙
を門
発動
し行
’に

徐よ
々』　つ

にて
説天
話智
と幽
し皇
て七
成年
長に
し剣
てが
い盗
つま
たれ
もた
のと
とい
考う
え事
ら件
れの
て顛
い末
るを
。示

　す
　記
　事
　互
　　　嫉

ヨ
日

本
書
紀
』
延

記
載
さ

れ
た

次
の

節



四

〇

れ禦芸蠣蟹撃曝語と史と

見れとの1さとにきとと田はしになた耐
難く湛そ籍追跡鰭長凋奮靱
宝て神なの儀こせこ繋返れが一本詮言
剣王代い構なとたとが嘆ず内幸嘆ずわ
説法のか座くをだにつさ’堅牢をるれ
話の昔’要さ前けなてれ次に剣通と塗
〉衰かと諮れ提でついるの留一読こ’
の微らいをてにはてくがDまがしろこ
構に傳：う列い語’し。’・つ内た’の

結は想挙たりこましそEた裏場内〈　るにそい剣をは生
びっ定し’始のうたののとに合容宝四四果れ。一語存じ
ってがたとめ物。が後部す置’的剣部部たを失がろ在さ
け延払だいよ語こっこ分るかそに向合合さめわ匿うしせ
てたりけううはれてれで。れこは話戦戦れぐれ家となて
歎賞立でわと破は’がはこてに史〉状状てった滅しいし
くがつはけし綻’Dど奉のいは書に本本いて一斗て。ま
心’。矛だたせ先やう遷駆るどに関はをる往宝にいこう
　　　　。rざにEなさ’こう最し’例と古剣際るののに安阪盾
獲徳口しさ釣る規につれ他としもてrに言のしし雨龍で
し天玄てら家を定おたたのがて忠見平とえ記と’で実あ
た皇章しに』えしいか本新鉱も実て家つる事は安ははる
もの氏ま’〈なたては剣導べ不でも』てだがい徳か一。

た　　　　　　　　　　　　 こ童並　　　　　　　　　　　　　　　　　　いさなつ飼う斎
　　　　　　　　　　　　　　　　ん　てれ霊たにかを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　る威とお。述

r。 �｢いrべ平だ発うて平’
家が揮一’家そ
』’ ｵ大そ承れ
諸＿て早れ語で
本導き件が』一
の：剣たの物も貫
う説の雄志rさ
ち話か述ら剣せ
で〉’にれ巻よ
もをそ絡ね』う
比通のめばもと
博し経るな’し
的で緯たらとた
古見がめなもr
態たあのかに剣
性場らこつ一巻
を合たとた草』
留’めでの薙に
めそてあは剣は
たの振つ’一　’
一下りた内のか
強い返に裏由か
とはら違の緒る
さ充れい一歳破
れ分’な宝歴綻



四

かして言寒い御さたれさ　あ　　　　　　　　　　　　　　　よその語ので本テ
れま本え見る座れ点ばをまるrとりれプり言あ系ク

麗窪簿雛暴論ξ謎遷鏡鞍1つ
いも薙こ’る二本とあ表平に＿貫’　　　　　　　　　　　　　　　　さスのよとス古
。そ剣に道。しになうす家望事し一せトーうをト態
こも一　’行冨とつつうも』れ剣た内ての非なもの性
の’の延が倉’いてかの＿た習物裏’存正意考中を
ご本方慶宮巡再てく　。と宝’話語の朱零本愚慮で示
と節は本中はび検るこも剣r＞を護鳥を系でにもす
かの’編のr内討。こ言説剣が作り元知含の考古根
ら冒日溜新平裏しまでえ話題自りで幾つLrれ態拠
’頭重者鋳家のてず’よ〉』ら上あにてテ原た性に
実に武独さ物新み’前つのにのげつ行かク態揚をな
際挙尊填れ語剣た現節。物基物てたわ知スー合有る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

げののた全のい存で　語づ語い神れらトをこしと　で想
た熱意剣注霊。諸触そ的い内る代たずな示のてはなもを
天二親を釈威延断れれ＿て容。以内かどし誓い限お’考
智諦に盗』に慶中たで枠作にご来島’はて託るら四＿え
紀の基んで言本でよは組ら整ののか鏡’いにとな部神る
・のづだ’及は奪う’〉れ合’霊らの前る記言い町代上
牽ち賑農齢に馴欝鷺灘狂蕩蕊裕澱で
の熱改ど本おの明こ合おず持元らへ・見えたるは本の今
記田変とのり箇かれ戦そのた年たと新たるテ屋いの霊な
述社の記く’所なら状ら百せにかい鋳よこク代え〈剣お
をにあす宝実に書の本く二よ．一なうはうとス本多宝〉有
見奉と文剣はお写諸以同十う草宝剣おにもトと田剣で曾
て斎を献説重い藍本外様句と撃剣のろ”のの転封な性
もさ読は話一て代がでの更し剣一移か崇おあ間子話けを
’れみ他〉”が殊新一がてL草動新馬そりに氏〉れ持
一た取にを道一更更観望’おが薙の剣朝ら方’もがばち
草こるな一行鋳もに鋳正やこ熱野方鋳にくが記注史なえ
薙iとこく史に改古失造本はな田L向造お可’直領書らよ
　　　’実盗メくわの亘りつ社がをのけ能rのさ罪なう剣がと
一語が史とまう’れこL本たか’もこるで平有れのか。
のら’書しれル着たと語剣’ら平’と鏡は家直る記つ水
　　　　　　　　一をり水郡塗家熱も・な』や通雨た没盗れおのてたルー
まてそ記の剣剣鎌倉載本没作裏蓮田撃剣か＿分りにのの
れ以ら述合がハ倉塾せテへのへ亡か殺のろ宝量’近で悲
た導くと理内内時一るクと一角とらし奉う剣の鋭いあ運
の’可も性裏底盤の諸ス内端さ共内て遷か質点書かるに
が物能合一の二の霊本ト容をれに裏いに。話でのら。見
熱語で致に新三面威ののを示た水へた関一〉等記と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞田のあしか剣ゼ影を場そ摩すと没’　　　　　　　　　　　　　　　　がし方に質事言　わ
黒蟻うななでラを強意れ編もいのと’てのお性がつ　れ
奮影続馨有謬総論縫轟ξ慰藷レざ爵
だら延異さた’たよののい他異にさに古本’めわそ　撃
つ姿慶なれ’霊テうよ規るなな見せ’語を小らゆれ　の
たを本部なと威クとう制例ら記舞るお拾は奉れるが　一
と消に述が述一スしにカなな事わこそ興じ停る一即　宝
はしおだ争べ早トて考のどいこれとら』め一も語こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剣重ていと’てクといえ強は。そたにく等一箪のりの　一
　　　　　　　　　　　、　　　　　　　、　 L 嬬

物

語
の
リ

ア

2
ア
イ

を

保
証
す
る

上



四

① F

陽
成
院

の

狂
気

o

宝

剣
の

霊
威

o

遡

○ 延1

○ 飼

○ 劇

四i

屋

○ 覚1

司

剣i

蓑

豊

F
臨

饒

鍵

餐

轟

霊

塵

一でて一にこら剣
草’い草なのれしこ
薙iプる覧る点てのの
剣ロ。剣とでは霊：F
一ツそし’構い験は
でトのがそ成な謳’
あと点熱のにいとr］
るし南田態一。し富
とて都に度貫そて家
す一本返は性れ語語
る貫はさ区がをら』
言性’れ々認延れや
聾露房ξ霧曽桑勇筈

蒼謡き獲麟謬
　　’E　。うE　’oをよ

享1蓮黙嫉豪覧

管鑓難購嚢
どがい繋熱れしに》

曇馨豊強組章存

等等も着果蓑勇茗三
絶のててはきで称裏
麺菱蛎董警巡

サ
、

レ

ケ
互

至

其
後

不
聞

。

令
抜
剣
給
ロへ

工

　③
也陽
。成

近院
来令
無開
之璽
。筥

薄給
　、

佼
御
殿
ノ

傍
付
籠
中

　与

　く

　ト
　竺
　フ
　メ
　キ
　ケ
　レ
　ノこ

　饗
　ス

　案

　ヂ

　給
（ケ
寡レ
贔ハ
家、
瓢ロヨハ

9タ
』ト
ーq、、、

八テ
…自

自

其
中

白

雲
起

。

時

天
皇
恐
怖
令
打
棄
給

、

霊

木
氏
内

侍
聖

フ

ケ

サ

セ

ブ

を

　
梶

件
平
氏
内

侍

筥
表

フ
ク

ノレ

者

を替はあ件に
繋え’るの道
げる充の顛動
てこ分で末が
いとに’の盗
くで考こ解ん
の　’えこ明だ
で延らででの
あ群れそはは
る蹴るのな熱
。は。点く田
　こ熱に’の
　の田はあ剣
　工社こくで
　ピかれまは
　ソら以でな
　1本上もか
　ドの立rつ
　を一ち平だ
　一草入家の
　草薙ら物で
　薙剣な語は
　剣一い』な
　一が　。をい
　で髪際はか
　はましじと
　なれこめの
　くたれと説
　新とがしも
　剣さ　’たあ
　のれ延中る
　奉る慶世が
　験記本に書
　諺述のお　・
　へをよけ本
　と’うる研
　変内な＿究
　夢裏改一の
　さか変宝目
　せらを剣的
　’新羽一は
　そ書きの　’
　のが出三一
　ま盗す話劇
　ままき化薙
　FれつV剣
　のたかの一
　陽とけ問の
揮いと題実
院うなを体
説ふつ扱の
謡うたう考
へに可こ証

　と読能とや
話み性に事



四

にのと
一通い
歪底う
みが　’
を指自
発摘ら
生さの
され足
せ’穿
て一を
し初切
ま慶り
う本章
の’ ｷ
でrが
は臨急
な衰き
か記批
ろ』判
う等の
かは言
一　’説
と〈が
も王記
把権さ
握のれ
さ物て
れ語い
て〉る
きを　。

た構従
1想来
。しこ
だしれ
が　’に
’そ対
食のし
際一て
r共は
平同’
家体伊
』的勢
〈な神
宝コ道
書｝家
説ドや
話に北
〉よ畠
でる親
宝抑房
剣圧ら
の一の
新の思
鋳た想
をめと

託蟹

ll

議

事霧

雲

等
　蚕

誘

翫

醗

齢

妄1

つき語あとの神つ鋳きでに　にさ展もと
たれ』ろい上都て造わあ最引しれ開と’
のいにううでに’のめるも上ててすのC
はにおし事確おそ出て。顕ので翻る一の
何欠い’態かけれ事異こ著こもえ。草箇
故覧て屋がにるはは質れなと一らこ　　　　　　　　　　　　　　　　薙i所
でしは代物必鏡＿’な蔓よか覧れの剣で
　　’本語要・史一も則うら薙iた点一あて　　　　　　　　　　　　　　　　　覧ろい天や上な剣実草の節に’剣結にがの
うつ江島さ要奉〉薙とで’崇一果関内新
かたの二ほ素遷認剣言見水神がでし裏鋳
。一レ十どだの識しえた没朝内あてにと
例新が句重つ記ののるさしの裏ろは返新
え鋳リ本要た事立現。　　　　　　　　　　つた新にう冨納：剣
ば一アのなでは場存命な新革茸と倉さの

忍野灘』雑簸糖額襲臓
衰う代にをう草す権親の霊覧てる郎とに

字＿の鋳なが伊で’とつのしるうを代’べ
下宝でまらそ導き結て現’い記射即して
げ剣あで’れのなび’配本わ述てにかい
記説る無〈は甘いつrをのゆでい見もた
事話と視神元姫にけ古特訓る一るらそに
に〉語す鏡来命せる語権草一貫とれのも
　　　　　’かよた拾的真読さ下る後かもにらる説
’おれよ話鏡ら’め遺に剣みせえ語・か
　いねう〉と謹むに』語一本よらり本わ
　てばなに剣本し不おろと系うれ本章ら
　残なテおの武ろ可ようのしとる的かず
　留らクい新尊不予びと差をいが本新’
　喋褥製罐茎短講義ゑ1奏達携
　諸つも鏡説けな料ゆ慈無と覚こ形のい
　本た三々≦ら側だる遍化し一れに差わ
　定量誓藷竣要鬼房詫ま島華華舞慧薯
　もあな事をこ有わ勢畠う平筆ま本不一
　内るかが王としけ神親と家遷りの問語
　容。つ黙坐をてで道房す』の・よのり
　がそた殺と語いあ一らる諸君憶うま本
　分ればさしるたる関の端本と鋳なま系
　化でずれてたのが係王向はで記新に一
　すはだるいめで’諸式に’も事剣’　　　　　　　　　　　　　　　　　諸
　る’。ご免にはr書擁あ特言ののF本
萎議毫もチ縁細筆鰐麓高

　な依りな1くロろ物ら言と慶う込のG様
　つ説rか　ツう語れ説が本かみ話へ’
婁霧奪蓼虚薪爺零墨．繋韓



四

四

えな語とをくは本慶剣かのるた剣は討は語我語
らく的い明旦なや本鋳でプたこ一なし’』蹴る
れ’向うらわかそ等造あレめとのいて熱諸はテ
るく制テかつろのは記つテにを由かい田本〈ク
○神のクにてう他’事たク’記緒。る奉の本ス
　代影ス知くかのこの一ス比せ来内野斎姿剣ト
　以響トりる。一れ流とト代ば歴裏海の勢llに
　酔裏のなも特語ま通語に本’をの事本は真は
　のを存がのにりでそるおほ当述一件の’剣’
　霊示在らと延本丁れこけか然べ宝後一一む／延
　剣しは’し慶系べ自とる一そて剣の草し新慶
　〉て’あて本して体に転語こいし剣劇ろ剣本
　といrる見の融きはよ事りにくをの剣か擁の
　＿る平い逃場本た’つ内本は。’純一か偽み
　水と家はし合とよ確て容系’だ神置のる剣な
　給い』そが’はうか’を一内が代と現政〉ら
　しう＿れた一際にに宝重の裏’以い存治とず
　たこ宝をい宝う　’高：剣視一に道導うに酬い’
　室と：剣黙垣：剣立＿杢喪し非あ行の間よ言つ本
　畏に説殺。一場新信失た正つに霊六つ以た剣
　のも話しま喪か剣氏と諸本てよ剣にてを一の
　宝な〉’た失らののい本系削るHこ王も種現
　剣うがあ一の’霊言うはテ没盗一そ権無の存
　〉う一る方意一罪わ未’クの難草’馴化デを
　と。調い’味王のれ曾延ス悲の薙ま泰すユ王
　のr代は覚の権強る有慶ト運暑寒さをるア権
　問平以そ一重の調＿の本しに’一に語もリ安
　に家来れ本尊危ll王事にが見rとrろのズ泰
　横物Lをやは機本権重質行舞干し平うでムの
　た語の取百’を剣のの的つわ本て家とあに根
　わ』帰り二従語と物重にたれ書語』いる馬鞭
　るに剣込十来るの語大喪とた紀ろ＿う。らと
　断とのん句かテ差〉され考一』う宝側rさし
　絶つ水だ本らク異とがてえ宝のと書面平れて
　をて没上の指スの通損いら剣記す傷手家てい
　い重をでよ摘ト無底なるれ一事る話外』いる
　か要語盗うの一化すわよるとにr＞にがる記
　になる難にあへ〉るれう操の翌年に求新が述
　埋問こ事’るのともなに作断つ家とめ剣’は
　め題と件新頼構いのい’に絶て物つる鋳一ど
　るはを後剣朝造うでよ一関が本語てべ造新れ唱
　か’主の鋳へ化方あう新し生の』のき記剣一
　’一眼一造のの法るに剣てじ一は大だ事のつ
　と草と書記寿営をとしもはる草’きろを霊と
　い薙し薙事祝為と言て本番こ薙そなう無威し
　う剣た剣をのをるえい剣述と剣のア。視一て
　点一も一記構試こるるにしにし構ポおしを見
　にのの内す想みとでが劣たなが想リそき主ら
　あ真で裏テのたにあ如ら。る熱にアられ張れ
　つ／あ返ク問とようきず一。田従がくなすな
　た偽る納ス題言つうで霊方そにつあ’かるい
　のなとにトとえて。あ験’れ返てつ本つr。
　だどい拘のもる’だるあ史を月一た節た平壌
　とでうる存大の覚が。ら書避さ草ので理家代
考は物’在きで一延新た曝けれ薙で検由物の



四

五

察るどわ王　別で三一と章こあ
’背のち権以途あを草の第うくこ
と景よ《の上にろ異薙i因四しまこ
いもう範危の検うに善縁新たでで
う’な囲機よ討。す一で参不も吐
観よ経》をうし但るを説照測権露
点り緯の危にてし。特く。の威さ
か明を境機’いそそ権部）事あれ
ら確経界とrくれの的分一態るて
見にて線し平必が点にに方へ＿い
頂塗霧隠霧嚢碧多言表町霧£葺
くてしとこ語あ葺こうて巻克ば宝
ここてしう』る語こと’』をく剣
とよいてと一。上にい一の打本し
にうつもす宝　の・　　　　　　　　　う本場ち物喪
婬三輪1禧蟻蜂編章
．蓬鯵都1鱗警難藝l

藷瀦舞力こ馨薄灘皇
　一一のかへ　そるうて主を　　　　　　　　　　　　　　権

　　一一　し国書
物神た』述
語話内とに
一〉 Iの押
のの構差し
来拠造異出
三つが　 し

へて　　　つ
の来一すっ
考た体な’

拝承rかるい置想
ぶを平らがるのは
翠黛家し’とく’
囲め』てそ言書ど
にると’のえ：剣ち
つこは熱喪る説ら
いと明田失。話も
ても白奉を＿〉共
は可に斎龍第はに
’能文の神二”

　　①
タメ抑
ルグコ
ニラノ
ヤス寳
トニ創
ヲ　’ウ

ボコセ
ユレハ
ルハテ
也ヒヌ
。トル

　へ事
　ニ　コ
　’ソ
　今’
　貞応
　色法

　アハ
　ラ心
　ハウ
　レキ
　テコ
　’ト
　武二
　士テ
　ノ侍
　キベ
　ミレ
　ノ　。
　御コ
　マレ
　モヲ
　リモ
　トコ
　ナ、
　リロ
　タウ
（ノレベ

r世キ愚二道
管ナ理
抄レサ

ら

5バダ
』　’メ
巻ソテ
第レア
五二ル
ー「カラ
後ヘン
鳥テト
羽ウ案
ごセヲ

慈
円

の

　
愚
管

抄　お
』　 わ

巻　 り

第　に
五

9
記
述
は

、

角
彫
剣
一

の

水
没
が

齎
し

た
当

時

の
＝衝

撃
を

伝
え

る

も

の
と

し

て

従
来
注
目

さ

れ
て
き

た
o



四

六

　罧藤濠罐
1本ll本本

成驚条論篇
葦÷語副究エ
田下楼瑳÷

配乗『軽礁

七お
年　’

）南
　都
　異
　本
　も
　同
　書
　に
　拠
　覧

年
　　　 　
　九
　九
　八
　～

　九
　九
　九
　§

戟1

1蓑

悔

　　葺

ユ　　　　　　　　　　　　　 　　　ら　　ゑ　　　　 ヨ　　　　 　　　　　　　　ユ
む

・九四
＿九＿
一一 ﾅ
天年．

髭
鳶

　塁

初学15日
出』’本
に一一文
よ九九曇
る八九の
」三一特
九年進講
　　　 へ　 　コ

耳二二明
　月月治
　。）書
　後参院
　に照　’
　　o

飾罫
定性
か本
ら文
i形
一成
（に
rよ
軍つ
記て
と制
語作
りさ
罵れ
』た
11新
．　し

＿い
九r七平
四壁
年物
＿語
○』
月9
　ア
五キ
九ス
烈士
）

と（
ビ』1

つ平

ロ
注

u



四

七

鰹蘭杢剛，
毒縞書嘘駿
　　ト　　　五子王の

　　　　　　 ユ　　エ　　ユ　　ユ　　ユ　　ユ　　ユ　　ユ　　　　　　　　　　ユ

忌暴艦謡漏磁難強聴あな
遷寒灘難懸難攣海量尊影
指9田編従系子14rrr。一九に一戸当二
聖遷箋蟄奪雛鰐盤撃黒垂嚢

世』2九
日と　。山
本同　 ）

構天
騨霊
獣盗
難騎
器集　　　空
薪
経警
て剣　　　甕
1御

調あ　硅
峯重一て

嘘屡
天3套

権r申一
縁豊

頁編
。『

　校
　注
　水
　鐘

　薪
　窪

　究

　犀

　と

　δ
　頁
　に
　よ
　奄

爺膿
説（売
却大所
の阪　’
場市一
1立重
唱大一
導学一
・文年
注学）
釈部一
1紀六
』五九
勉r頁
誠人お
社家よ
’研び　’
一寸二
九』九
九310
三1～
年九二
）　・九
二＿九
〇九頁
四七　。
頁九
．§

　杢

　耳

逗子話

語覚塑
　＿語ヨ
覚塗立
一諸文
系本の
諸周一
本辺考
慮本察
省文1
本一一文の覚
一形一
の王系
成過諸
立零本
過一周
誌上辺
LO {
一ご文
　　ヒヨ
國iの
學巻形

羅蕪

甥に
九本3
九文て
○に1
年つ一
＿い（
一てr
月1史
一一 ｿ
等口と
の國研

に同名
差は早
し認を
罷め使
えら用
がれし
ななた
いいが
限。’
りま国
・た立
読r図
解七会
の巻聖
霊』書
票嬬上
上　 蔵
・構本
心成
　　　訳対平
日照典
難産
魚子に
叢雲選

言垂豊

崎畳等
ま
暇年の
四代平
』の仮

　屋本

嚢繋
　寒

∴∴∴∴
馨畏百馨篶馨馨
ニ　ヰ　　オミヰフにコ　

対十対対
照句照照
平本平平
家平家家
物家物物
語物語語
（語＿（ご　 　　 　　 　
壽復1≧
薪皇霊託
程幌薪薪
’　丁丁
蕪島守
＝〇九九
牽§九九
）　 ○○
　　～　～

　　九九
　　九九

　　年年
　　）　　）



四

八

峯前

転塁

纒
論
難
擢霧

1童

餐
海

難

ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　 　　 　

此
ノ

劔
爲
ノ

空

裏

劃

し

が

熱
田

社
に

そ家四要
の忌中r毒忌略新
理一一泉
のの渥』
結複美18
果雑説’

玉筆考埋れま’　　　　　　　rに物者え等てとそ平わ
語はて学いまこ家か
一’ ｢校るっに物に
は畢乾紀．ては語決

いさ』め
るさのが
にや中た
もかにい
かな押が
かがし　’
わらこ（
ら独んこ
ず特だ
・のもの
r歴の場平史と合
霧鍵曾
琶法る用

的

三
野

三

省
掌

天

杢

釜

重

き

鴛

贅

漢

書

棄

馨

窪亘九
　ノ　　　

稟娠
書＿初
院三版

へ　ノ　　　へ

　九
九耳九
五　　七
九　　三
年　 年

）　　再
三　 版
日払　　）
ハ’U

　　四

　　〇
　　頁
　　o

過国r電
動文國r黒
馬卑語中田
』』 ﾆ世彰
二’哩藷源
書一二の平
門九』文盛
・八一学曇
薗観麗
學三四環中
羅睦境霧
雲後一続本
』に，月』　　　　紀
一同一和1
九氏’泉熱
人r聖書田
七中野院の
　　　　深年世和
一の夫一廉
○説一九続
月話孔九　
）と子五i
歯学の年L

灘璽1

国貨＿平日
題九六盛15

嶺難1

髪藩薙



四

九

大
系

68

ヨ
日

本
書
紀

下
』

£
　
波

書
店

九

六

五
年
と

毛

蚕

簑

乾

ヨ　　　　　　　　　　 ヨ　　　　　　　　　　 ヨ　　　　ヨ　 ヨ　 ヨ　 ヨ　　　　ヨ　 ヨ　 ヨ　 　

羅

戴

ll

額
ll

ξ

　

九

＿　　下

元草頭
頁四行

ll

職

　　｝

　　　

　　垂

鷹九が二
　八新旧
雲華垂

耳趣き
　へよ　　　　　し
全

ア
ノへ

志
ナ
カ
リ

シ
ニ：

其
次
ノ

御
門

安
徳

　本と一天
二軍を引皇圭響浴用ノ

同

書
」

西

頁

の

原
文
に

よ

る
。

曇

羅

蚕



五

〇

ら　　　　　　　　　ら　 　　　　　　　　　 ま　 　　　　　　　ぜ　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　 　

薯畿垂鶴霞1三瞬言言藷誓疑薫彙翻

杢讐聖天総逸
読響禽
評髭弩
勝撫養
竃蝶

　其時元

1観

五」年
五＿　。
墓i豆初

ζ蛸
難壽
遭頁剣
　　のっ

たな伝
のお承
が岡を
内田め
裏氏ぐ

一早兵水に察

諸語妻艶麗三

製革嚢三
駈護薪
　ト弘の有
　に文差す
　お館異る
　け　’にご
　る声遣と
　中○点は
　世○を　’
　と○移広
　近年し本
　世）て系
　1第い’
を三鰹
蕪

’競

歪正

本
系

の
関

係
に

お

い
て

注
目

一法　　歴
天七　 玄

理年　 ば

二一　 な

書と　　　れ館あ　“
着る　　　1）道　 四

下行　 部

の説　 合

馬話　 戦

一を　　状

じ奮　て
くと　1
籍し
　　　＝；湿て
天お　 文

　　　学余り
　へ　　　　　コ
モ

錫護
拙妻
て題

礁葵
瓢葦
のお　＝
潔同旦

七
九

頁
O



五

　ら　ら　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　ら

家65社く語形4きルくい危朝3えがあ2
剣引引’表の氏砂たな・う機影高た・る注

　　』る四
　　　　　　 　　貢岩
　小波
　学書
　館店

　九三
　八ハ
　七七
　年年
　）　 ）

　所二
　収六
　の五
　怪怪
　禄。
　本
　に
　よ
　る

　　　四
　四
　七
　頁
　％

　な
　お

屋
代
思
付
冊

　の

　つ平

生所構九
騒擾築垣
　。i一
と

表と平牽
　　家一現＿
』尚物第
＿出語一
和信の輩
泉一全章
書r体画
院貯節
一物一審
九語＿慶
九』r本
五に文平

鷺藝
後頼波閉
に墨書性
星章華箋

り一躍ぞ

踊剥
森〉家’
話と物生

化とをもr木氏延の新
をk、認微説豊前慶一　　　　　　　　　剣
誘つめ弱話は掲本心に
奪馨歪著書高書忙養3
電量豪重葬量翌霊長蕩
裂にでい』　　　　　四七る節話
架諸膝3隔馨渥
質異いる一穂　　　　　　　なてく
的本。を九註　　　　　　　新至楽
に間だえ九で　　　　　　　剣っ展
内のがま五鼎　のたし
在差傘い蚕糸　　　　　　　存のな
し異研L六＿　　　　　　　在でい
てを究と月本　のあ。
い超の批と章　　　　　　　搾るし
紺青勤笹
島圭1綾曙
電蓄そ。一文
明のう域内一一

点語をを延聖
をる問同慶〈
’た題造本宝
こめに化に：剣
このすす羨道
にフるるめ話
確イこ填る〉
認クとの一考
しシで強王1
てヨは弱権崇
おナなとの神

を　。た
意こが
濡れつ
しはて

ヘ　　　　　　　　へ

　た
こし内
こか容
ににか
そ不ら
の可い
こ解つ
とのと
にご　’

つと不
いの用
てよな
了う一
りで文
書はな
をあの
巡るで



五

　三。
言穴替
　　 　
神八と
鏡坂い
・瑳ふ
神曲以
璽玉上
⑧　⑦は
宝人＝
剣腿種
禽鏡の

甫剣あ
例禽る
・中力1

三略
ロ　　　　サ

聾甫れ
r例に
源・つ
嚢黙

轟1

　潔

紅葉騰
．熱装

継妻

　お　。るれ
　さ中方て

えで向い　て喪て家のとはやを
たもでつそ認失い物基’じンめ素
西’穿たれめとる語軸錯めルぐ菱
宮一究もでらいr』を綜とにる鳴
一神がのはれう剣のなすすお言尊
民器進なごる未巻一するるい説に
器を後進ε．薯量劃巌薪薯三力1雪

性没りそが剣や平薙
をしζれ浮一口家剣

籔謳確鰹蔓
’のζ習が発てr皇

樋梅醤雑報
窪あ都青羽真蜜寒三

早董謡訪灘為く薯

通一なr紀み図るの
しのつ平一るをジ剣

は
じ

め

に

第

章

〈
コ
宝
剣
一

聾

コ
草
薙
剣
一

〉
と

り
つ

コ
物
語
一



五

や
中

世
神
道
論
の

諸
説
を

統
己

し

再
解

釈
し

頂

門

　舘

　葛

　髭

　雪

　奈

瓢こ

恥
撃
壌
渉
の

儒
言

西
～

夏

に

な

っ

た

の

嫉

古
代
以

来
の

伝
統
で
は
な
レこ

南
北

朝
日、

代

天
皇

の

君
臨
が

ロ

機
的
、

、

況
に

及
ん

で

癖

馬
や
慈

遍
な

ど

が
、

球
茎
言

と天神ボ
い皇宝ノ計
う家・と北
目の細し朝
に二宝て期
見回ののに
え分類一な
る裂が三る
確と整　と
カ〉　い　理　生乳　　’

なうさ口
も’れL太
の王’がw
に権新登記
求のた甥』
め直にす
よ心耳るw
うし位よ琢
とたのう物
し空シに語
た前ンな』
ののボるあ
で危ル。る
は機とこい
な的しのは
い状て時独
か況の期立
。と一にし
四相三なた
中関種つ神
権関予て宝
　重器初の
　が噛め
　あ観て
上覧念’剣
　　が世巻　揺確間』
がら立にな
　いし様ど皇

位でた々の
のきとな文
理た三章9
　天え説イ
と皇らを等
しのれもの
て権るつな
重威。てか
ん塗恐伝に
じ　らえ’
らコくら皇

さ鎌用　と
れ匿いそ皇さ
て末らの位ら
き期れ一のに
てかる方レこ
いらこでかれ
る南の’リを
。北語観ア受
　朝が念とけ
　時鳥として
　代北して’
　に朝ての一
　かまの宝草
　けで一剣薙
　て定三と剣
　’弄種の一
　南し野間と
　朝て器に呼
　方い一横ば
　のなにたれ
　北か対わた
　畠つする剣
　親たる本が
　房こア来複
　やとプ的数
　慈員医聖存
漕ま↓讐芒

　にたも説て
　よ皇近いい
　っ位填たた
　ての着のこ
　形シ実がと

蘇漏姦
　れル化田定
　てとし精し
　いしつ司一’
　ってっ氏記
　たのあで紀
　見コりあ塗古

註て誘

とk’い
9つて
’位も
な置ご
どっく
がけ普
指は通
摘’に

れ
る

コ
ク

サ

ナ
ギ

剣
一

な　れ戸
いこる
との宝者
考やとな
へうしい
るにてし
。” ﾀ

　コ神置
　二鏡の
　一は甥
纂票
lll

　　　（　雪

礫神
1暴

露

難

癖

雛あ家

華誕
疋大とな
　　一る
環か宝

神のはの
宮文少子
の献な類
御にくに
神載と分
体せもれ
でる覧る
あも良。
るの時こ
ので代の
にあ以冗
字る前）
し．の倉
て次こどへ

倉に圭類

　　　。文L
素養転戦
一雨は）載5
こ瑳の一るが

し1さ

麹
繕く

饗

　　の環そ嫉せな

遜 翼翼費2
一くり？康

塵藻鐘
蚕矯擦
難題雛
有に熱時（
さ’田代さ



五

四

平r
氏平言
詩家う
亡物ま
の語で
時』も
ま＿な
で暫く
変剣’
わ若宮
る話廷
こ〉内
とのに
な中伝
くに来
一確し
草認た
薙iし一
剣た宝
一＿剣
と十一
呼組が
ば〉一
れで曾
てあ薙
いつ剣
たたと
の。よ
だでば
ろはれ
うそる
かのも
。一の
ま宝一
た剣で
’L ?
もはっ
し’た
仮本と
に当い
そにう
うこ理
でこ解
なでは
か岡’
つ田我
た氏々
とのが
す述図
れべ一
ばる章
’よに
両うお
者にい
の ’て

熱別廷
田に内
神伊に
社勢伝
と神来
に聾し
’にて
そ伝お
れ来り
そし’
れてそ
存’れ
在のは
しちw
た熱氏
の田q
で神鋼
あ社の
るに日、

か祭に
らら壇：

　触れノ
　一る浦
　のよの
　物う波
　体に問
　でなに
　はつ没
　あた
　りとる
　えいま
　なうで
　い伝’
商．

掻慕
ヨ
古
代
祭
祀
の

史
的

研
究

δ

セ

西

夏

もな
あか
つ　つ

たた
こ

こ

の
さ

つ

に

ヨ
草
薙
剣
し

と

よ

ば

れ
る

も

の
に

は

皇

位
と

結
び

つ
い
た

り
神
璽
一

H

レ

ガ
リ

ヤ
を

構
成

　。す
とそる
にしも
なての
るもと
。うし
両一て
者つの
はそ宝
宮れ寒
中とが
とは宮

篁r

纏
譲聾

乞昊

青罐

驚
疑
酔
夢薫

穰森

窮斐

脛
難
壁
雛
型ξ

錨
搾

籍

ll

馨

。れ

よ　詳念て＿以　すはな
う次し成捉B前こる独かし
なにく立え）にう必匿うた
言第は以ら二’し要しうが
説二第細れ種あたがた。つ
のの三のてにく先あ神とて
中間章一い分ま行る宝同我
に題に宝た割で研。の時々
見点お剣のすも新
出はい一かる言を
さ’てと’の説配
れ一論一とはにま
るクじ草い’よえ
。サる薙う実った
　ナこ：剣無体て上
　ギと一でと織で
　剣にのはしり’
　一し関なてなポ
　をた係いはさイ
　一いつだ正れン
　振。けうにたト

の

剣
の

固

有
名

詞
で
は
な
く

複
数
の

利
剣
の

般
名

詞
と

し

て

考
え

る

岡

田

氏

ρ

次
の

のうそ表を
問かの象明
題。とと確
に但おしに
限しりてし
つ’ ﾅ見て
て本あるお
承平ろべこ
べでうきう
’はがだ。
一ひ’と第
神と寧い一
器まろうに
しず問点鼻
に＿わで（
つ旧れあ恥
い神るる種
て器べ。）
は一き先神
以前はの玉
上史’西し
の〉な宮と
確’ぜ氏は
認す両の’
のな者よそ
みわがつれ
にち共にを
　一に一実と

ど三一神体
め種神罫的
生鮮を鐘
で一と（え・観しさる

本には
　、　　　、
ヨ
剣下之
巻川承
』玲・
な子寿
ど氏永
のもの
文閉止
学目の
作さ際
起れに
のる失
な通わ
かりれ
一　’た

で一一
一宝宝
皇剣剣
位一一
のをを
シ含’
ンめす
ボたぐ
ルーさ
一三ま
と種一
し国守
て器種
描一神
かが憧
れ’一
て一と
いrい
る太う
’景観
と記念
い』と
うr二
等平筆
に家さ
も零せ
’語る
充』べ
分あき
留るで
意いは



五』

五

④　③　②　　　①
素其其即素　子＿時

神同
流右言
｝O　o

著減
鳴篁二
二r逡

此二五
華墨
　　o

同此
右今
・在

菅尾
第
一國
「；吾

一湯
犀川
五三
夏一・

第
食

太

辛

夏

　　　

羅

ll

皇

し

た養
四老
ケ四
所（
で七
あ二
る01　）
1　　　　『
　　　目。年

　に　本
　成　書
　立　紀
　し　』
　た　か
　r　ら
　日　 r　本　古
　書　語
　紀　拾
　』　遺
　　　』　に
　お　 へ

　い
　天

つ
草
薙
剣

　傍
線
部

）
出

現
の

顛
末
が

語
ら

れ
る

の

二

次
に

摘
記

〈
コ
神
璽
し

の

起
源
神
話
〉

の

成
立

よ＿剣r　か結
うrL平そ’び
に三の家こそつ
な種扱物でれき
る神い語本がは
も器と』章あど
の一いのでらの
と前う諸はたよ
思史点異ひめう
わ〉に種とてな
れのこ本ま問プ
る流だがずいロ
。れわそ上直話
　のりの代さス
　江つ形にれを
　でつを湖ね経
　”整りばて
　r両え’なな
　平者て中らさ
　家をい世なれ
　物めつくいて
　語ぐた宝所い
　』ると剣以つ
　〈言お説でた
　宝説ぼ話あも
　剣のし〉るの
　説這いの。な

話動鎌プ
〉と倉レ
＿交角テ
月錯代ク
ーのにス
呼量至ト
ー跡ると
章をまな
段跡でつ
）つのた
のけ’r
占て諸日
めみ文本
るた葉書
比いに重
氏。お』
もおけを
’そるは

あら．「じ
らく摘め
た’薙と
めそ塾す
てうしる
潔しお諸
悪たよ書
で言びか
きわ一ら
るば宝’

の
カま

ヨ
日

本
書
紀
』
以

来

コ
草
薙
剣
一

は

い
か
に

語
ら

れ
て
き

た

の



五

六

器一言勾関と
一神説玉わ記
の器と・らさ
起一さ鏡ずれ
源とれと’て
を結てとrい
見びきも古る
るつたに事部
こけ。皇気分
とるし孫』と
へ根かににの
の拠し授お対
疑がな与い応
問rがさて関
が古られも係
提灯最た一が
出記章’転帰
さ』のと俣定
れに神記遠さ
ても野さ腫れ
きr志れ写る
て日鋼て一。
い本多いの特
る書湿る尾に
1紀にこか神
。』 謔ﾆら宝
神にるも発二
野も批あ見与
志存判つさの
氏在をてれこ
のし通’たと
こなじ天一は
のい’皇草’
指ここの那本
摘とれレ藝文
はからガ之に
’ら三リ大は
r’ 夋A刀な
目このと一く
本こ瀕しが一
書に物て一書
紀皇をの天綴
』位天一照一
にの皇増大に
お正の薙御の
い統即事神み
て性位一一見
一の儀のにえ
草し礼地譲る
薙るに位上零
梅し用をさで
したい保れあ
がるら証’る
あ回れす更に
く神るるにも

⑦
翼

長

毒

差

國

年
魚
市
郡
熱
田

⊇志向社
日羅僥一。
本玖而
童毛得甲
羅一・屍露

　　⑥
之尊○
傍㎜冬
草貝＋
一・ ﾄ死
因ζ子

謙1
レ　　む

免　日

等量

　　o日被
ニレ○
鑑樽
一則・塩藺草
　レ　レ
叢燧道
雲出拝

へ　レ　 へ

此火伊
云≧勢
二　 神

』〉
巻
第
七

豆
凧

一行
同天
右皇

⑧　　L＿＿

五。
十四
一十
年年

一〇
三五
頁頁
）　 ）

o

二

藍l

l輩

調
毒奢

饗

さと
ら記
にさ
後れ
者る
も’
’問

　題
　の

　三
　種
　寳
　物
　一

ε

で
は
当

然
ま

だ

三

種
神
器
一

で
は
な

じ

の

皇
孫
授
与

の

場
面
と

の

相
関
が

考

兄
ら

れ

ま

た

　⑤

離
篶異

欝神

議
享妻

繰
言
讐

1謡
　　へlll

代興・
f夫一
第心違

九無麟
塁馨畢

童　皇　

第。孫
π　日

爾人
皇坂
孫環
’曲

事細
結及
治

ると
。併こ
前せこ
者てで
は’注
後そ目
にれさ
　がれ

程勇

劉
海
里碧

羅
霧
劃
弛
専管

　篁昊

　壽替
惑塞

勤
傍奮

緯
　睡

譲
難
解
藩
嫁
曇部

あ＿・

亘

言

詮

華

董

奨

憲

馨

毒i

釜i

藷

鐸

　同

右

書
第
四

三

夏



五

七

見話れ　拾釈ると
るとをr遺行。あ
との高古』為だる
’間野語のにがよ
先に志翻意よこう
に回二野義るこに
⑤路は』が結で’
でを’は’果も後
引開同’俄で’世
用く書斎かあご恥
しよが部にりの八
たうr氏ク’即動
天な日がロそ位環
孫転本中｝れ儀曲
降換書臣ズを礼玉
臨を紀氏ア行の一
の齎』とツつ際と
神しかのプたに同
話たら宮さも奉一
は’の廷れの上葉
’と記祭るとささ
rい事祀こしれれ
古うののとてたる
語観抽出に’剣に
拾点出掌な大は至
遺か・をる同’る
』ら再め。二一そ
に見構ぐ
お直築る
いしに争
てをよい
次図つの
のって中
よて祭で
うい祀自
にるの氏
記。起の
さ落書居
れえを場
るば説を
碁そ明主
。れし張
　をたし
　一こよ
　草とう
　薙でと
　剣’し
　一結た
　の果書
　場的で
　合にあ
　に祭る
　即題が
　しと　’
　て神ぞ

＿盗れ
八重で
○剣は
七一な
）とく
年関’

　’連一
・斎づ神
部け明
広ら之
成れ徴
にて信
よは一
ついと
てなし
平いで
城。の
天測剣
冠者と
にを鏡
撰結を
進び指
さつす
れけも
たるの
rのと
古はさ
語解れ

即

以

轟
垂

欝

璽

⑨
凡
践

之
日

ド
中

略

　o　騒
　繹申
　云臣
　’奏
　神二
　璽天
　鏡神
　劔i…
　埠嘉

島｝’

藝臨

書慧

謹
呈圏

　一之
　雲鏡
　を鉢
　印。
　巴瓦
　　 へむビ

紅＿’
葉　璽
山

文
庫
本

零

籠

篇

墾

士

ヨ

3

信
也

、

猶
レ

雪

稗
明

之

徴
信
一、

忍
言

と

記　　⑧
さ　　中
れ　　臣
て　　大
い　　嶋
る　　朝
が　　臣
　　　董

ち寿
垂諦
に　　畢
つ　　忌
い　　部
て　　宿
1さ　禰
　　　色
神　　夫
祇　　知
令　 奉

も　＿劒
　　r鏡
　　日於
　　本
　　書皇
　　紀后
　　』一。
　　巻
　　第皇
　　＝后
　　子馬
　　　天
　　痔皇
　　統侮
　　天
　　皇
　　一

四

年
正
貝

五
〇

頁
）

特子巻宝ま
に鏡第器で
最剣十にも
後璽三関尾
の符一し張
例一聯て国
で）恭は熱
は・天’田
’宣皇既の
化を鑓

　口初らし
　剣出れて
　鏡とて記
　一しいさ

藷蟄
　持寧りい
　統壷’登
　　　め　　　し
　一干日と
　神継本と
　璽体書考
　剣。揮え
　鏡宣』併
　一化のせ
　）・育て
　の推でも
　三無天’
　　．皇納　天
　皇飾の得
　の明白の

鐸蝶
　際持し解
　し統てだ
　ての璽と
　’全符蓄
　剣九がえ

趨暫
　と数さ一
等綾友

　らミと即

鎌護

　る含がれ
　。天’る



五

八

ず
、　一

あ降
る払
い神
は話
先の
に祭
見儀
た神
西話
宮化
氏一
のと
旧い
神う
器神
一野
論志
’氏

一の
お指
よ摘
そは

、　　　 、

天心
孫皇
継も
臨首
の肯
際す
にべ
’き

三見
種解
ので
宝あ
物る
（と
八考
量；え

環る
曲　。

玉高
・　の

八批
腿判
鏡は
・岡
草田
華氏
剣の
）み
をな
授ら

がり
ひ立即
らた結
いせ儀
たての
正し鏡
統ま変
性うの
のこた
神とめ
話での
であ神
ある話
る　。と
。評し

　的で
　に　’
　一画
　神臨
　雷神
　一話
　のを
　神よ
　話び
　のこ
　生む
　成の
　とは
　k”
　兄降
　よ臨
　う神
　。話
（rの神重祭
野蛮儀
志記憶
隆』話
光r化r目で
古本あ
代書り
天紀・
皇』新
神でし
話はい
備な正
・く統
‘　性

天趣
考据
一豊成

しな一鏡差礼かと
てら神剣しに二語
機な璽を支お種ら
能かL疑えいでれ
しった持あてある
てたるしる奉つわ
し。鏡たま見たけ
まだ剣といすかで
うがをい1るをあ
。’ �､二一める
　神上’問：璽ぐ。
　組す難題一つ⑩
　志る紀はがてに
　氏とに’一議見
　がい見そ鏡論ら
　以うられ劔がれ
　下重れがし展る
　の氏な⑪で開一
　如のいにあさ二
　く職r見つれ種
　評論古えたた神
　しの語るたが宝
　て起拾よめ’一
　い源遺う　’こと
　るを』に広れい
　よ’独’成はう
　うr自制が先記
　に日の部この述
　’本記たの引を
　そ書事ち二部め
　の紀とが種⑧ぐ
　言』リ天のやつ
　説のン富み⑨て
　は降ク命にには
　’嬉しに限も’
　は神て率定あか
　か聰いいしつつ
　らにるらてたて
　ずま点れ由よい
　もでで’緒うわ
　王湖あ上来にゆ
　権りる初歴’る
　のう。代を単一
　返る広一記に神
　統も皇神そ斎器
性のの揮う部一

　のと意天と（が
起し図円し忌本
源てはのた部来

　を示’竜洋）三
語す即位果零種

　るこ位にとがで
神と儀際考即あ
話に噂しえ位つ

　と他でてて儀た

　⑪
　萎
　贔
　傘

　率
　蓼

　部

　蓉

　嚢

　畿

　審

　室

　墨

　藍

　肇

　錬

　藩

　塑

蝶
畢論

纂

墓

そ
し

て

更
に

れ
が

神
武
天
皇
即

位
の

場
面

で

　　⑩
玉野干
三春時

摸
難
影壷

継
　及　一粒欝督

ll

鍵

黍1

量鱗

選簸

愚妻
＿也之
＿。隆
へ　　　　　　　へ

養茅尊
）　　 o



五

九

ll

態

ll

ll

薙

ll

ll

磐

欝

縫

籍

難

ll

鷺
懇諺琵

　、

鞍

ll

暴髪

棄

舞
竜
野．

景
行
天
皐

西
～

天

夏

⑭

諸

手
磯
城
瑞
垣
朝
一、

漸
畏

白

革

卸

殿
不
レ

安
。

故
、

更

令
　

斎

就一

叢

ll

雛

蓬髪

ll

即な

難

妄1

総

雛

ll

　｛

⑬　⑫
葵媛
原可’

’　者
皇　

’

親
神
魯
企

神
魯
美
　

命
以

豊

、

皇
玄
孫
　

命
平

天
豊
局
御
座
爾

坐

、

糞

憲

ゴ

某

葺

鍵

峯

一、

留

在

尾

熱
田
宅

一〇

　　　外
　　＿賊　譲
　　r楡
　　古逃
　　ゑ　

へ

鞭チ
　鏡』鮮
＿暴肝餌
纏持塩境
詞賜退。
譲零±藁

祭聴
ピ墓以

⑩目るであて1与
⑪さ。　　　もりは一さ
のれし一” ﾆれ
ほるた鏡古若いた
かのが劔代干つと
’はつ一ののたい
　’てと場補理ふ
　一’ヒ・合足解鍾
　神むりにがの話
　璽し一そ必枠は
　一ろ二の要組’
　とこ種まかに歴
　はれ一まと対論
　まはな当思しの
　た　’のてわ ’天

　暗影ではれそ皇
　にたあめるのが
　用なつる。三三
　いくてわ先本種
　ら一’　　　　けに的の
　れ神こに述な神
　て璽のはべ見：璽
　い一点いた直を
　るのでかよし伝
　一起もなうを世
　天雪後いに促す
　：璽神世。’する
　一話一ま皇も＿
　と〉　　　三た位の践
　いの種’のと酢1
　う生一rシ含の　　　　　　ロ　二成と古ンえ目
　念とさ語ボよに
　で量れ拾ルうそ
　あうる遺と　。の
　るべ一』し康保
　。き神にてし有
　こで器おの’が
　のは一い一途　語なとて神業拠
　のかは問器神に
　用ろ異土L器な
　例うなにとしる
　とかるさはの）
　し。還れす神と
　てこ念るぐ話い
　はのと翻れ〉ふ
　’点し神てとこ
　前をて璽調いと
　に考規一償うの
　歌え定と的表表
　げるさはな現象
　た上れあ観にで
　引でてく念関あ
用注いまでしる



六

〇

　　天⑯　孫本
素　降縁
蓋　臨起
雄　のは
：尊　際’

貝癖
是　 宝の
神　年上
劔　与で
輿毒葦
何　葎家

継継
秘　 お

故　 さろ
彼　れも
太　な三
重窯藁
箒　がが
有　決・
レ　　定次
餌・的ぺ
蓼纂ま
’　つ構
捧　て成

曇ll
尊　はも
而　　 明

記　象
　　　寒

　　　畳

　⑮
　正

　無

　実

　薯

　嵩

　鴛

1窒

　霧

　褻

　箸

　綴

　妻

　禦

震婆

野

　

壁剣警三憾螺腓誕3難
墓嶽量詐言鞭簸垂準薄薄

避難院欝葛醜鷺闘鶏
前章多識難事縢董霧房蕊乳牛馨
神薙すい’話は至とに㊤　　　　　　　　　　　はるて斎の
馨毒轟轟繧舞誕繕馨
（奉璽説しぶ璽緯いれり。おなでれも
：寛斎しととに一のるる〉いるある一

塗総諮雛纏董誘雑嚢
i矯％濡妻力1ヵ1聾ち募離岩

い叢る題れやるりと芙天以のいく天
艦窒覆謹馨違警警｛繕言す薩
　紀つ述とレう語りとと潰しのジ臨
　なたににガ形拾’重一孫てrナや
　ど。委よりに遺一ね神にい大ル⑪
　のだねつアな』薄煙璽挙る殿〉の
　記がるてとつに璽わ一けと祭の神
　述ここ’そておしさの賜考』一武
　にれと本のいいかれ両ひえの八天
　基がと研起るてらる語てら祝処置
　づ一し事事の山塞こが’れ詞鏡の
ぞ至恩劃達書縫甚芝歪頚島擢
まな。うすつ一礼’用　更高よ大



『尾張國熱田太神宮縁起（寛平縁起）』構成表

互　日本武尊の誕生

豆　日本武尊の東征

①景行天皇の信任を受け、出発。

②伊勢太神宮参拝。齋王・倭姫命より神剣を賜る。

③尾張国で、稲種公の妹・宮酢姫と出会う。

④駿河国で火難。神剣の霊威。「草薙剣」の由来。

⑤弟橘姫、犠牲の入水。

⑥常陸国で乗溢者と歌の付合。

⑦宮酢姫との再会。

⑧出島に掛けた神剣、発光の霊威。

⑨気吹山での受難。大蛇の暴神、尊を苦しめる。

⑩　日本武尊の死。白鳥となって飛び去る。

懸　神剣「叢雲剣」一素蓋烏尊の大蛇退治

　①素話高温の天降り。出雲簸之河上に至る。

　②櫛名田姫との出会い。

　③八岐大蛇を退治。

　④大蛇の尾から「叢雲剣」を発見。

　⑤剣を天照太神に献上。

W　宮酢姫、油鼠を熱田社に祀る

V　天智天皇七年の盗難事件

　①新羅沙門道行、熱田の剣神を七條の袈裟に包んで盗むが、剣の霊威で失敗。

②道行、二度目の試みに歯並の袈裟に包んで逃げるが、失敗して難波津に漂着。

③熱田剣神、託宣。

④道行斬刑。

六 W　天武天皇朱鳥元年、草薙剣を熱田社に奉還
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関係年表

西暦 天皇 北畠親房著作 慈遍著作 神宮関係著：作 その他・社会事項

1310 花 延塵本陣家物講写

1317 園 榊道簡動 文保の和談

1318 後醍醐天皇即位

1320 晦聚神社本淵

1322 虎関師鎌遊釈葡

1324 後

1330 ［神懐論］ 榊社秘釧

1331 元弘の乱

1332 舶事本紅蟻1 楠木正成挙兵

光 舶事本紀文旬

厳 醍 ［太宗秘府要文］

榊論議要図］

琳皇略文麟

齢語類要射

1333 妹地神紙審鎮要講 鎌倉幕府滅亡

1334， 醐 昧神宮両宮御事1 建武改元

1336 翻碁盤コ 後醍醐天皇吉野へ

1338 翫乖禦　〔縫翻 足利尊氏、将軍に

光 陳家樫伝1

1339 明 琳皐軍統麺、（初二 後醍醐天皇崩御

1340 職原甥 禮葦原神授和謂

1343 後 榊皐疏認！修》，

1349 崇 晦松謝

1350 光 村 窺応の擾乱

1551

1552 上 南北朝和議破れる

1354 後 北畠親房、死去

1356 光 足利尊氏、死去

1362 厳 慈遍、存命記録

1368 足利義満、将軍に

1371
後 長

覚÷本陣家物謝

円 慶
昧平講

融
面訴

1375 泳和度大嘗会詞

（下掛の書名は、全部または一部が現存。）
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